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内
閣
文
庫
の
蔵
書
は
様
々
な
経
緯
を
経
て
、
現
在
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
が
、
中
核
と
な
っ
て
い
る
紅
葉
山
文
庫
や
昌
平
坂
学
問
所
と
い
っ
た
江
戸
幕
府
の
関

係
機
関
が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
一
方
1

、
明
治
以

後
に
入
っ
て
き
た
資
料
は
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
思
う
。
国
立
公
文
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の｢

主
な
古
書
・
古
文
書｣

の
ペ
ー
ジ
2

を
見
て
も
、｢

紅
葉
山
文
庫
本｣

、

｢

昌
平
坂
学
問
所
本｣

、｢

和
学
講
談
所
本｣

、｢

医
学
館
本｣

に
続
き
、｢
洋
書｣

、｢

そ
の
他

の
図
書｣

と
い
う
二
項
目
が
立
て
ら
れ
、
若
干
の
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

 

 

本
稿
は
こ
の｢

そ
の
他
の
図
書｣

に
属
す
る
広
橋
家
旧
蔵
資
料
と
日
野
家
旧
蔵
資
料
を

取
り
上
げ
る
。
広
橋
家
・
日
野
家
は
共
に
江
戸
時
代
に
武
家
伝
奏
を
輩
出
し
た
公
家
で

あ
り
、
こ
の
二
つ
の
資
料
群
は
、
近
世
の
日
記
や
故
実
書
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
写

本
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
資
料
も
あ
り
、
閲
覧
需
要
も
高
く
、
ま
た
、
展
示
で
も

使
用
実
績
の
あ
る
重
要
な
資
料
群
で
あ
る
。 

 

国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
に
は
ひ
と
つ
の
特
徴
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
実
際
に
広
橋
家
や
日
野
家
が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
の
原
本
で
は
な
く
、

内
閣
記
録
局
が
明
治
期
に
謄
写
し
た
も
の
を
受
け
入
れ
て
所
蔵
し
て
い
る
と
い
う
点
で

あ
る
。 

 

謄
写
資
料
と
い
う
こ
と
は
、
原
本
を
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
留
意
が

必
要
と
な
る
。
現
状
は
、
資
料
を
使
用
す
る
者
が
個
々
に
、
使
用
に
耐
え
う
る
か
判
断

を
行
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
、
原
則
公
開
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
国
立
公
文
書
館

が
所
蔵
す
る
旧
内
閣
文
庫
等
に
関
連
す
る
公
文
書
を
閲
覧
し
て
、
謄
写
の
時
期
や
方
法

を
確
認
す
る
こ
と
は
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
本
稿
の
第
一
の
目
的
と
な
る
の
は
、
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
の
謄
写

事
業
に
つ
い
て
、
公
文
書
を
用
い
て
明
ら
か
に
し
、
利
用
者
の
便
に
供
す
る
こ
と
で
あ

る
。 

 

そ
れ
に
加
え
て
、
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
が
謄
写
後
ど
の
よ
う
に
整
理
・
管
理

さ
れ
て
き
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
事
例
で
は
あ
る
が
、
内
閣
文
庫
に
お

け
る
資
料
管
理
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
本
稿
の
第
二
の
目
的
で
あ
る
。

 

 
具
体
的
に
資
料
を
見
て
い
く
前
に
、
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
の
位
置
づ
け
や
研

究
史
を
確
認
し
て
お
く
。 

 

内
閣
文
庫
に
は
押
小
路
・
広
橋
・
坊
城
・
万
里
小
路
・
甘
露
寺
・
中
御
門
・
山
科
家

な
ど
の
堂
上
諸
家
の
旧
蔵
書
等
3

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
公
家
旧
蔵
資
料
の

多
く
は
明
治
以
降
に
購
入
や
献
本
の
形
で
収
集
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
が
対
象
と
す
る

ま
で
の
こ
う
じ 

か
ん
ろ
じ 

な
か
み
か
ど 
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録
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広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
は
、
先
述
の
通
り
、
資
料
の
原
本
を
借
用
し
、
謄
写
し
た

も
の
を
収
蔵
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。 

 

国
立
公
文
書
館
で
は
本
稿
執
筆
時
点
で
、
広
橋
家
旧
蔵
資
料
を
九
六
部
、
日
野
家
旧

蔵
資
料
を
八
部
所
蔵
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
日
野
家
旧
蔵
の
『
上
卿
故
実
』(

請
求
番
号:

一
四
六
―
〇
六
五
八)

は
来
歴
が
異
な
る(

謄
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い)

た
め
、
本
稿

の
対
象
外
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
の
は
全
部
で
一
〇
三
部
で
あ
る

(

末
尾
の
別
表
参
照)

。 

 

次
に
研
究
史
を
整
理
す
る
。
本
稿
が
対
象
と
す
る
資
料
の
う
ち
、
広
橋
家
の
資
料
に

つ
い
て
は
、『
広
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
目
録
』
の
解
題
に
収
め
ら
れ
て
い
る
喜
多

泰
史｢

広
橋
家
と
広
橋
家
資
料｣

4

に
詳
し
い
。
た
だ
し
、
解
題
と
い
う
性
格
上
、
内
閣

記
録
局
に
よ
る
資
料
の
謄
写
以
前
に
広
橋
家
か
ら
分
か
れ
、
東
洋
文
庫
な
ど
を
経
て
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
伝
来
し
て
い
る
、
中
世
以
前
の
資
料
を
主
な
記
述
対
象
と
し
て

お
り
、
国
立
公
文
書
館
に
よ
る
謄
写
の
対
象
と
な
っ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、｢

近
世
史
料

の
多
く
は
、
広
橋
家
に
そ
の
ま
ま
残
っ
た｣

と
指
摘
す
る
ほ
か
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の

広
橋
家
旧
蔵
資
料
を
数
点
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
ほ
か
、『
大
日
本
古
記
録 

民
経
記
』
の
解
題
5

で
も
、
当
館
所
蔵
の
『
民
経
御
記
』

(

請
求
番
号:

古
〇
四
一
―
〇
六
七
〇)

が
広
橋
家
所
蔵
の
『
民
経
記
』
を
写
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
指
摘
し
て
い
る
が
、
謄
写
に
つ
い
て
詳
し
く
記
述
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

日
野
家
の
資
料
は
昭
和
七
年(

一
九
三
二)

、
献
納
に
よ
っ
て
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮

文
庫
の
所
蔵
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
6

ほ
か
、『
旧
華
族
家
史
料
所
在
調
査
報

告
書
』
7

に
よ
っ
て
、
当
館
を
含
め
た
そ
の
他
の
所
蔵
機
関
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
管
見
の
限
り
、
当
館
の
謄
写
資
料
に
つ
い
て
、
詳
述
し
た
も
の
は
見
当
た

ら
な
い
。 

『
内
閣
文
庫
百
年
史
』
で
は
、
古
文
書
・
古
記
録
の
収
集
に
つ
い
て
、
明
治
二
五
年

(

一
八
九
二)

に
一
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
万
里
小
路
・
甘
露

寺
・
坊
城
な
ど
の
公
家
諸
家
に
伝
来
し
た
資
料
の
購
入
・
献
納
に
つ
い
て
は
沿
革
及
び

資
料
編
に
記
述
が
あ
る
も
の
の
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
広
橋
家
・
日
野
家
の
資
料
の
謄

写
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
8

。 

こ
の
よ
う
に
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
の
謄
写
・
受
入

過
程
な
ど
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
考
察
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
ず
、
本
稿
で
こ
れ
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
一
定
の
意
義
を
有
す
る
。 

ま
た
、
本
稿
の
後
半
で
問
題
と
す
る
内
閣
文
庫
の
資
料
管
理
に
つ
い
て
は
、
大
賀
妙

子｢｢

内
閣
文
庫｣

関
係
公
文
書
に
つ
い
て｣

が
関
係
す
る
公
文
書
を
数
多
く
紹
介
し
て
お

り
、
主
立
っ
た
資
料
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
性
格
を
解
説
し
て
い
る
9

。
木
藤
久
代｢

大

乗
院
寺
社
雑
事
記
の
冊
次
に
つ
い
て｣

は
明
治
期
に
購
入
さ
れ
た
寺
社
や
堂
上
諸
家
旧

蔵
の
古
記
録
の
整
理
・
登
録
は
大
正
時
代
に
入
っ
て
行
わ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
考
察
が
伴
う
も
の
で
は
な
い
10

。
そ
の
た
め
、
旧
内
閣
文
庫
に
関
連
す
る
公

文
書
に
基
づ
い
て
、広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
が
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
き
た
か
、

一
事
例
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
今
後
の
研
究
に
も
資
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

  

一一
．．
一一  

謄謄
写写
のの
概概
要要  

  

本
論
の
は
じ
め
と
な
る
本
章
で
は
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
の
謄
写
か
ら
受
入
ま

で
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
一
節
で
は
ま
ず
、
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
の

概
要
に
つ
い
て
ま
と
め
る
作
業
を
行
う
。 

 
は
じ
め
に
、
内
閣
記
録
局
が
作
成
し
た
業
務
報
告
書
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
内
閣
記

録
局
は
明
治
一
八
年(

一
八
八
五)

の
内
閣
制
度
の
創
始
に
伴
っ
て
設
置
さ
れ
た
部
局
で
、

当
時
、
内
閣
文
庫
を
所
管
し
て
い
た
組
織
で
あ
る
11

。
こ
の
報
告
書
に
は
内
閣
記
録
局

が
行
っ
た
業
務
の
概
要
と
業
務
に
関
す
る
統
計
表
な
ど(

記
録
貸
出
表
、局
員
勤
怠
表
ほ

し
ょ
う
け
い
こ
じ
つ 

み
ん
け
い
ぎ
ょ
き 

み
ん
け
い
き 
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か)

が
記
録
さ
れ
て
お
り
、｢

記
録
材
料
・
内
閣
記
録
局
第
○
回
報
告｣

と
い
う
表
題
で
、

明
治
一
九
年
分
の
第
一
回
か
ら
明
治
二
五
年
度
分(

明
治
二
三
年
ま
で
は
御
用
始
め
に

合
わ
せ
て
報
告
書
が
上
呈
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
二
四
年
か
ら
は
会
計
年
度
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
12

。)

の
第
七
回
ま
で
の
も
の
が
残
っ
て
い
る(

以
下
、『
第

○
回
報
告
』
と
す
る)

。 

 

最
初
に
紹
介
す
る
資
料
一
は
『
第
六
回
報
告
』(

請
求
番
号:

記
〇
〇
八
九
三
一
〇
〇)

か
ら
明
治
二
四
年
度
に
行
わ
れ
た
謄
写
の
概
要
を
報
告
し
た
部
分
で
あ
る
。 

 

資
料
一(

旧
字
・
異
体
字
等
は
新
字
体
に
改
め
た
。ま
た
、適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。

以
下
同
様
。) 

 

 
 
 
 
 
 

記
録
文
書
類
謄
写
ノ
事 

一
、
文
庫
ニ
備
ナ
キ
記
録
類
、
帝
国
大
学
又
各
氏
私
有
ノ 

 
 
 

古
文
書
類
借
入
、
謄
写
校
正
ヲ
了
シ
タ
ル
モ
ノ
通
計 

三
百
四
十
九
冊
ナ
リ
、
第
十
七
表
ニ
載
ス
、 

 
 
 
 

但
、
古
文
書
記
録
類
ノ
内
、
一
部
ニ
シ
テ
貴
重
ニ
係 

 
 
 
 

ル
モ
ノ
ト
各
官
庁
需
用
多
キ
モ
ノ
ト
ヲ
甄
別
シ 

 
 
 
 

テ
副
写
シ
、
又
諸
家
記
録
古
文
類
ヲ
借
入
謄
写
シ 

 
 
 
 

テ
、
文
庫
ノ
欠
文
ヲ
補
フ
ハ
、
当
務
ノ
最
モ
必
要
ナ 

 
 
 
 

リ
、 

 

 

こ
の
資
料
一
か
ら
、
内
閣
文
庫
の
所
蔵
資
料
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
資
料
の
謄
写

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
13

。
ま
た
、
資
料
中
の｢

第
十
七
表｣

と
は
同
資
料
の

｢

図
書
謄
写
表｣

と
タ
イ
ト
ル
の
つ
い
た
表
で
、
こ
の
表
に｢

広
橋
家
記
録
類｣

と
あ
る

た
め
、
明
治
二
四
年
度
か
ら
広
橋
家
所
蔵
資
料
の
謄
写
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
内
訳
は
わ
か
ら
な
い
。 

な
お
こ
の
時
、
広
橋
家
資
料
と
同
時
に
『
復
古
記
』
な
ど
、
三
〇
部
ほ
ど
の
資
料
の

謄
写
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
現
在
該
当
す
る
資
料
が
確
認
で
き
な
い

も
の
も
あ
る
ほ
か
、
料
紙
も
罫
紙
が
使
わ
れ
て
お
り
、
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写

事
業
と
は
関
連
性
が
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
こ
の
三
〇
部
ほ
ど

の
資
料
に
つ
い
て
、
対
象
と
は
し
な
い
こ
と
と
す
る
。 

 

次
の
資
料
二
は
『
第
七
回
報
告
』(

請
求
番
号:

記
〇
〇
八
九
五
一
〇
〇)

か
ら
明
治

二
五
年
度
に
行
わ
れ
た
謄
写
の
概
要
を
報
告
し
た
部
分
で
あ
る
。 

  
 

資
料
二 

 
 
 
 
 
 
 
 

記
録
文
書
類
謄
写
ノ
事 

 
 
 

一
、
文
庫
ニ
備
ナ
キ
記
録
類
又
各
氏
私
有
ノ
古
文
書
類 

 
 
 
 
 

ヲ
借
入
謄
写
シ
、
其
校
正
ヲ
了
シ
タ
ル
モ
ノ
通
計
二 

 
 
 
 
 

百
九
冊
ナ
リ
、
第
十
八
表
ニ
載
ス
、 

  

こ
こ
で
、
資
料
二
に
基
づ
い
て
二
点
指
摘
を
行
い
た
い
。
ま
ず
一
点
目
は
、
古
文
書
・

古
記
録
の
謄
写
を｢

当
務
ノ
最
モ
必
要｣

と
し
て
い
た
資
料
一
の｢

但｣

以
下
の
部
分
が
資

料
二
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
次
節
で
詳
述
す
る
が
、
広
橋
家
・

日
野
家
の
資
料
を
中
心
と
な
っ
て
謄
写
し
た
臨
時
写
字
生
達
も
明
治
二
五
年
度
中
に
多

く
が
免
職
と
な
っ
て
お
り
、
古
文
書
・
古
記
録
の
謄
写
事
業
は
急
速
に
勢
い
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

二
点
目
は
資
料
二
中
の｢

第
十
八
表｣

は｢

古
文
書
謄
写
表｣

と
タ
イ
ト
ル
の
つ
い
た
表

で
あ
る
が
、『
第
六
回
報
告
』
の｢

図
書
謄
写
表｣

と
は
異
な
り
、｢

勁
槐
御
記｣

、｢

日
申

御
記｣
な
ど
一
〇
一
部
二
〇
九
冊
の
具
体
的
な
内
訳(

資
料
名
と
冊
数)

が
記
載
さ
れ
て

い
る(

代
わ
り
に
資
料
の
旧
蔵
者
が
明
ら
か
で
は
な
い)

と
い
う
点
で
あ
る
。
逆
に
、｢

古

文
書
謄
写
表｣
に
記
載
の
な
い
広
橋
家
旧
蔵
資
料
は｢

図
書
謄
写
表｣

の｢

広
橋
家
記
録

け
い
か
い
ぎ
ょ
き 

に
っ
し
ん 

ぎ
ょ
き 

（
マ
マ
） 

六
三
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閣
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録
局
に
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る
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
と
そ
の
後
の
整
理
・
管
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『
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類｣

に
含
ま
れ
る
も
の
と
推
定
で
き
る
14

。 
た
だ
し
、｢

古
文
書
謄
写
表｣

に
記
載
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
現
在
国
立
公
文
書
館
で
は

所
蔵
し
て
い
な
い
資
料
が
あ
る
。
例
え
ば
、｢

古
文
書
謄
写
表｣

に
は｢

延
宝
二
年
記｣

と

い
う
全
二
冊
の
資
料
が
載
っ
て
い
る
が
、
現
在
該
当
す
る
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。 

そ
こ
で
、『
特
別
書
目 

上 

編
纂
用
』(

請
求
番
号:

平
二
三
公
文
〇
一
四
五
七
一
〇

〇) 
(

以
下
、『
特
別
書
目
』
と
す
る)

と
い
う
資
料
を
見
て
み
た
い
。
こ
の
資
料
の
明
治

二
九
年
七
月
付
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、こ
の
資
料
は
、｢

諸
家
ノ
記
録
并
古
文
書
類
及
献
本
、

購
買
書
類
、
旧
特
別
保
存
ノ
モ
ノ｣

な
ど
の
目
録
で
、
本
来
は
上
下
巻
に
分
か
れ
て
い
る

も
の
の
よ
う
だ
が
、
下
巻
が
見
当
た
ら
ず
、
目
次
等
も
な
い
た
め
、
現
在
こ
の
目
録
の

全
容
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、｢

其
編
纂
済
ニ
係
ル
モ
ノ
ニ
ハ
番
号
ヲ
付

シ
、
其
未
済
ノ
モ
ノ
ニ
ハ
番
号
ヲ
付
記
セ
ス｣
と
い
う
記
述
な
ど
か
ら
、
十
分
に
整
理
さ

れ
て
い
な
い
時
点
で
の
仮
目
録
の
よ
う
な
性
格
の
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の

目
録
の
時
点
で
、
現
在
の
請
求
番
号
が｢

古｣

か
ら
始
ま
る
広
橋
家
・
日
野
家
・
万
里
小

路
家
・
押
小
路
家
・
中
御
門
家
・
興
福
寺
大
乗
院
な
ど
の
旧
蔵
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
一
方
、
凡
例
で
見
え
消
し
に
な
っ
て
い
る
献
納
本
、
す
な
わ
ち
甘
露
寺
家
や
坊
城

家
旧
蔵
の
資
料(

現
在
の
請
求
番
号
は
数
字
か
ら
始
ま
る)

が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ

を
見
る
と
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
大
き
な
方
針
が
決
ま
っ
た
資
料
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。 こ

の
『
特
別
書
目
』
を
見
る
と
、
広
橋
家
旧
蔵
の
資
料
の
中
に
、｢

延
宝
二
年
記｣

と

い
う
資
料
が
載
っ
て
い
る
が
、
見
え
消
し
に
な
っ
て
お
り
、
朱
字
で｢

写
サ
ス｣

と
記
さ

れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、『
特
別
書
目
』
を
見
て
い
く
と
、
日
野
家
旧
蔵
の
『
豊
長
卿
日
記
』(

請
求

番
号:

古
〇
三
九
―
〇
六
五
七)

の
欄
に
、
現
在
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
し
て
い
な
い
寛

文
九
年
か
ら
十
三
年(

一
六
六
九
～
一
六
七
三)

の
全
五
冊
と
延
宝
二
年
か
ら
六
年(

一

六
七
四
～
一
六
七
八)

の
全
六
冊
の
記
載
が
あ
る
が
、や
は
り
見
え
消
し
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
欄
外
に
朱
字
で｢

廿
六
年
度
証
拠
書
類
受
ノ
部
雑
中
ニ
此
二
行
ナ
シ
、
依
テ
塗

抹
ス｣

と
あ
る
。 

加
え
て
、『
八
槐
御
記
』(

請
求
番
号:

古
〇
四
〇
―
〇
六
六
六)

の
冊
次
三
一
の
扉
部

分
に
は｢

雪
ノ
分
ハ
謄
写
セ
ス｣

と
書
か
れ
た
付
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
前
後
の
冊
次

を
見
て
み
る
と
、
冊
次
三
〇
は
安
永
六
年(

一
七
七
七)

か
ら
同
七
年
八
月
ま
で
の
日
記

で
あ
る
。
冊
次
三
一
の
扉
部
分
に
は｢

八
槐
御
記 

安
永
七
年 

月｣

と
あ
り
、
内
容
は

安
永
七
年
の
八
月
末
か
ら
年
末
ま
で
。次
の
冊
次
三
二
に
は
同
様
に｢

八
槐
御
記 

為
天

明
元
安
永
十
年 

花｣

と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
安
永
八
～
九
年
に
相
当
す
る｢

雪｣

の

分
を
謄
写
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 

つ
ま
り
、
謄
写
事
業
の
開
始
か
ら
受
入
ま
で
の
間
に
何
ら
か
の
基
準
で
取
捨
選
択
が

行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
、『
第
六
回
報
告
』、『
第
七
回
報

告
』
の
表
は
こ
の
取
捨
選
択
の
結
果
が(

一
部
あ
る
い
は
全
部)

反
映
さ
れ
て
い
な
い
リ

ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

ま
た
、
一
冊
す
べ
て
で
は
な
く
、
所
々
に｢

二
行
省
ク｣

な
ど
と
書
い
た
付
箋
が
貼
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
資
料
を
使
用
す
る
際
に
は
、
念
の
た
め
留
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

以
上
、
本
節
で
は
、
内
閣
記
録
局
が
作
成
し
た
業
務
報
告
書
を
中
心
に
、
明
治
二
四

年
度
か
ら
二
五
年
度
に
か
け
て
行
わ
れ
た
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
確
認
し
た
。 

 

一一
．．
二二  

臨臨
時時
写写
字字
生生
のの
存存
在在  

  

本
節
で
は
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
の
具
体
的
様
相
を
、
実
際
に
謄
写
や
校
合

に
従
事
し
た
臨
時
写
字
生
達
に
注
目
し
て
見
て
い
き
た
い
。 

 

内
閣
記
録
局
に
は
従
来
か
ら
写
字
生
が
雇
用
さ
れ
て
お
り
、『
公
文
類
聚
』
な
ど
の

は
っ
か
い
ぎ
ょ
き 

と
よ
な
が
き
ょ
う
に
っ
き （

見
え
消
し
） 

こ
う
ぶ
ん
る
い
し
ゅ
う 

六
四

内
閣
記
録
局
に
よ
る
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
と
そ
の
後
の
整
理
・
管
理

『
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謄
写
に
当
た
っ
て
い
た
。
写
字
生
は
入
れ
替
わ
り
や
増
減
も
多
い
よ
う
だ
が
、
明
治
二

四(
一
八
九
一)

年
三
月
末
に
は
五
二
人
が
在
籍
し
て
い
た
15

。
一
方
、
広
橋
家
・
日
野

家
資
料
の
謄
写
に
際
し
て
は
、
こ
う
し
た
写
字
生
と
は
異
な
る
臨
時
写
字
生
が
雇
用
さ

れ
、
実
際
の
業
務
に
当
た
っ
て
い
た
。 

次
の
資
料
三
は
『
写
字
生
命
免
簿 

自
明
治
１
９
年
３
月
至
明
治
３
５
年
１
２
月
』

(

請
求
番
号:

平
二
三
公
文
〇
〇
八
八
八
一
〇
〇)

と
い
う
写
字
生
の
雇
用
に
関
す
る
書

類
が
綴
ら
れ
て
い
る
簿
冊
か
ら
、
臨
時
写
字
生
の
雇
用
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
明
治
二

五
年
一
月
二
八
日
付
の
資
料
で
あ
る
。 

  
 

資
料
三 

 
 
 

今
般
古
記
録
謄
写
ニ
付
、
臨
時
写
字
生
雇
入
ラ
レ 

 
 
 

度
、
右
ハ
普
通
ノ
公
文
ト
違
ヒ
、
私
記
古
文
書
ノ
類 

 
 
 

ニ
有
之
候
間
、
可
成
古
文
書
類
取
扱
慣
候
者
相
選 

ミ
候
儀
ニ
付
、
此
度
ニ
限
リ
、
試
験
ヲ
須
ヰ
ス
、
日
給
金
五 

 
 
 

十
銭
、
同
四
十
銭
、
同
三
十
五
銭
ノ
三
級
ニ
相
立
、
使
用
相
成 

 
 
 

可
然
哉
、 

  

資
料
三
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
臨
時
写
字
生
に
は
前
近
代
の
資
料
の
取
り
扱
い
に
慣

れ
て
い
る
者
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
雇
用
に
際
し
て
は
、
通
常
行
わ
れ
て

い
る
試
験
16

を
必
須
と
し
な
か
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
う
し
て
集
ま
っ
た
臨
時
写
字

生
が
次
の
表
一
の
人
物
達
で
あ
る
17

。
主
な
人
物
に
つ
い
て
触
れ
る
と
、
塙
忠
韶
は
塙

保
己
一
の
孫
で
あ
り
、
自
ら
も
国
学
者
と
し
て
活
躍
し
、
修
史
局
御
用
掛
を
務
め
た
人

物
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
適
任
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
内
閣
臨
時
修
史

局
に
在
籍
し
て
い
た
鈴
木
成
章
な
ど
18

、
謄
写
事
業
以
前
か
ら
勤
務
経
験
の
あ
る
人
物

が
目
立
つ
。
ま
た
、
歴
史
資
料
の
取
り
扱
い
と
い
う
観
点
で
は
、
加
治
秀
政
が
東
京
府

で
、
伊
藤
直
が
埼
玉
県
で
、
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
編
纂
に
関
す
る
と
思
わ
れ
る
部
署
の
勤
務

経
験
が
あ
る
。
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
澤
田
直
温
は
朝
野
新
聞
に
在
籍
し
て
い
た
人

物
で
、
前
田
家
の
も
と
で
加
賀
藩
に
関
す
る
資
料
収
集
に
も
携
わ
っ
て
い
る
19

。 

 

広
橋
家
・
日
野
家
所
蔵
資
料
の
謄
写
は
こ
う
し
た
臨
時
写
字
生
達
を
中
心
に
、
一
部

の
通
常
の
写
字
生
も
加
わ
っ
て
行
わ
れ
た
。
公
文
書
か
ら
謄
写
事
業
に
関
わ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
の
は
、
表
一
に
載
せ
た
佐
藤
次
郎
右
衛
門
と
原
田
明
達
の
二
人
だ
が
、

そ
の
ほ
か
に
も
見
返
し
な
ど
に
通
常
の
写
字
生
と
思
わ
れ
る
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。『
文
庫
日
記
』(

請
求
番
号:

平
二
三
公
文
〇
〇
八
六
四
一
〇
〇)

に
よ
る
と
、

実
際
の
作
業
が
動
き
出
し
た
の
は
明
治
二
五
年
の
二
月
五
日
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
塙

や
澤
田
ら
は
途
中
か
ら
校
合
作
業
に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

臨
時
写
字
生
達
の
勤
務
体
制
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。『
第
七
回
報
告
』

の｢

写
字
生
功
程
表｣

に
よ
れ
ば
、
臨
時
写
字
生
達
は
二
九
九
日
皆
勤
の
加
治
秀
政
ら
を

筆
頭
に
、
内
閣
記
録
局
の
局
員
や
通
常
の
写
字
生
と
同
等
か
そ
れ
以
上
に
多
く
の
日
数

を
勤
務
し
て
お
り
、｢

不
参｣

が
目
立
つ
も
の
も
少
な
い
。
ま
た
、
勤
務
時
間
は
『
稟
候

書 

自
明
治
２
５
年
１
月
至
同
２
６
年
１
０
月
』(

請
求
番
号:

平
二
三
公
文
〇
〇
八
〇

六
一
〇
〇)

に
七
月
一
一
日
か
ら
九
月
一
〇
日
ま
で
、臨
時
写
字
生
の
勤
務
時
間
を
原
則

｢

午
前
八
時
出
頭
、
午
后
二
時
退
出｣

と
す
る
旨
の
資
料
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他

の
期
間
も
こ
れ
に
準
ず
る
勤
務
時
間
だ
っ
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。 

こ
う
し
て
謄
写
さ
れ
た
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
に
は
表
裏
の
見
返
し
部
分
や
扉

部
分
に
謄
写
・
校
合
の
担
当
者
や
校
了
年
月
日
が
記
さ
れ
た
付
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
、
謄
写
と
並
行
し
て
校
合
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
見

返
し
や
扉
に
付
箋
が
無
い
資
料
も
、『
初
任
拝
賀
随
身
袴
事
』(

請
求
番
号:

古
〇
四
二

―
〇
七
二
三)

の
半
分
を
過
ぎ
た
あ
た
り(

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
一
八
頁
目)

に

｢

此
所
迄
校
合
済｣

と
書
か
れ
た
付
箋
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
校
合
は
行
わ
れ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

た
だ
つ
ぐ 

し
ょ
に
ん
は
い
が
ず
い
じ
ん
は
か
ま
の
こ
と 

六
五

内
閣
記
録
局
に
よ
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広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
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の
後
の
整
理
・
管
理
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氏名 主な経歴 任用年月日免職年月日 備考

北小路随光 神宮大宮司 25.2.3 26.3.31 子爵、25.2.3から謄写校正担当

塙忠韶 臨時修史局御用掛 25.2.3 25.9.17 25.3.26から謄写校正担当

澤田直温 太政官御用掛 25.2.3 25.9.17 25.4.28から謄写校正担当

岸本勝敏 太政官小舎人 25.2.3
25.7.30から第二級写字生
26.3.31から内閣記録局雇

佐藤仁之助 不明 25.2.3
25.9.15から第三級写字生・校字生

26.3.31から内閣記録局雇

楢原嘉一郎 不明 25.2.3 26.3.31

井出信近 修史館一級写字生 25.2.3 26.3.31

新井政毅 陸軍省御用掛 25.2.3 25.9.17

伊藤直 埼玉県史誌編纂掛 25.2.3 25.9.17

鈴木金鉄 臨時修史局 25.2.3 26.3.31

樫村敬顕 太政官一等繕写 25.2.3 26.3.31

鈴木成章 臨時修史局掌記 25.2.12 25.9.17 25.3.26から謄写校正担当

山下新介 太政官二等繕写 25.2.12 25.9.17

三栗中実 臨時修史局二級写字生 25.2.12 25.9.17

加治秀政 東京府国史編修担任 25.3.10 26.3.31

江口立節 帝国大学編年史編纂掛 25.3.10 25.9.17

中村四郎二 臨時修史局一等写字生 25.3.10 25.9.17

佐藤次郎右衛門 内閣記録局第二級写字生 25.2.3 25.9.17から第二級写字生に戻る

原田明達 内閣記録局第三級写字生
25.3.26から謄写校正担当
26.3.31から内閣記録局雇

『旧局員履歴簿（局課長属並に雇員）1　自明治18年12月至大正8年』(請求番号：平23公文00886100)『旧
局員履歴簿(写字生)2』(請求番号：平23公文00887100)、『写字生命免簿　自明治19年3月至明治35年12
月』(請求番号：平23公文00888100)を基に作成

表表１１：：臨臨時時写写字字生生のの一一覧覧
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ま
た
、
付
箋
を
見
る
と
、
校
了
年
月
日
は
ほ
と
ん
ど
が
明
治
二
五
年
の
四
月
か
ら
八

月
と
な
っ
て
い
る
。
八
月
頃
に
は
お
お
む
ね
め
ど
が
立
っ
た
と
い
う
こ
と
か
、
同
年
九

月
一
七
日
に
約
半
数
の
臨
時
写
字
生
が
免
職
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
翌
二
六
年
三
月
末

に
は
通
常
の
写
字
生
と
し
て
継
続
雇
用
と
な
っ
た
岸
本
勝
敏
、
佐
藤
仁
之
助
を
除
い
て

免
職
と
な
っ
て
い
る
。
広
橋
家
・
日
野
家
所
蔵
資
料
の
謄
写
が
非
常
に
短
期
集
中
で
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、『
第
六
回
報
告
』
で
は
三
四
九
冊
の
謄
写
校
正
を

｢

了
シ｣

た
と
し
て
い
る
が
、
校
了
年
月
日
が
記
さ
れ
た
付
箋
を
見
る
と
、｢

図
書
謄
写

表｣

の｢

広
橋
家
記
録
類｣

に
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
資
料
で
も
、
明
治
二
五
年
三

月
ま
で
に
校
了
し
て
い
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
実
際
に
は
着
手
し
た
の
が
三
四
九

冊
と
い
う
程
度
に
理
解
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。 

さ
ら
に
、
一
部
の
資
料
に
は
付
箋
で
は
な
く
、
資
料
の
概
要
や
謄
写
時
に
留
意
し
た

点
に
つ
い
て
記
し
た
罫
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
二
つ
紹
介
す

る
。
一
つ
は
『
日
次
記
』(

請
求
番
号:

古
〇
四
一
―
〇
六
八
六)

に
貼
付
さ
れ
て
い
る
罫

紙
で
あ
る
。
同
資
料
中
で
『
御
湯
殿
上
日
記
』
を
引
用
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、｢

秘

閣
本
一
〇
五
二
七
号
20

、
浅
草
本
、
修
史
館
本
ノ
三
部
ヲ
以
テ
之
ヲ
校
ス｣

と
あ
り
、
既

に
内
閣
文
庫
が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
を
使
っ
て
校
合
を
行
う
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
の
校
合
の
成
果
は｢

秘
閣
本｣

は｢

ヒ｣

、｢

浅
草
本｣

は｢

ア｣
、｢
修
史
館
本｣

は

｢

修｣

の
文
字
を
添
え
て
、
朱
書
で
付
記
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
原
則
的
に
原
本
を

尊
重
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

も
う
一
つ
は
『
日
申
御
記
』(

請
求
番
号:

古
〇
四
一
―
〇
六
八
九)

の
冊
次
一
三
に
貼

付
さ
れ
て
い
る
罫
紙
で
あ
る
。
こ
の
罫
紙
は
年
代
比
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

冊
次
に
は
見
返
し
な
ど
に
年
代
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、｢

文
中
倫
宮
ノ
御
事
ヲ
載

ス｣

と
光
格
天
皇
の
皇
女
で
あ
る
倫
宮
に
つ
い
て
の
記
述
に
注
目
し
、
文
政
七
年(

一
八

二
四)

か
ら
『
日
申
御
記
』
の
記
主
で
あ
る
広
橋
胤
定
が
武
家
伝
奏
を
解
任
さ
れ
た
天
保

二
年(

一
八
三
一)

ま
で
の
期
間
と
比
定
し
て
い
る
21

。
改
め
て
年
代
比
定
を
行
え
ば
、

四
月
八
日
に｢

所
司
代
卒
去｣

と
あ
り
、
そ
の
後｢

松
平
周
防
守
上
京｣

と
あ
る
の
で
、
京

都
所
司
代
在
任
中
の
内
藤
信
敦
が
四
月
に
亡
く
な
り
、
後
任
に
松
平
康
任(

周
防
守)

が

任
命
さ
れ
て
い
る
文
政
八
年
の
日
記
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
や
や
範
囲
は
広
い
が
、

当
時
の
比
定
も
誤
り
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

『
日
申
御
記
』
に
貼
付
さ
れ
た
付
箋
か
ら
、
校
了
年
月
日
を
見
て
み
る
と
、
冊
次
七

が
明
治
二
五
年
四
月
に
校
了
し
て
い
る
の
に
対
し
、
冊
次
三
の
校
了
が
八
月
と
な
っ
て

お
り
、
他
の
複
数
冊
に
わ
た
っ
て
い
る
資
料
も
若
い
冊
次
か
ら
順
番
に
校
了
し
て
い
る

資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
極
端
な
例
で
は
、
次
節
の
表
二
で
改
め
て
示
し
て
い
る
が
、

『
東
行
之
日
記
』(

請
求
番
号
古
〇
四
一
―
〇
六
八
七)

は
冊
次
一
〇
だ
け
が
明
治
二
五

年
度
に
謄
写
さ
れ
て
い
る
。
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
を
行
う
に
あ
た
り
、
資
料

が
整
然
と
し
て
い
る
状
態
で
順
番
に
謄
写
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
く
、
校
合
や
製
本

の
段
階
で
、
冊
次
の
整
理
を
行
い
な
が
ら
、
年
代
の
比
定
も
必
要
に
応
じ
て
行
っ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
本
節
で
は
、
臨
時
写
字
生
に
注
目
し
て
、
広
橋
家
・
日
野
家
所
蔵

資
料
の
謄
写
が
通
常
と
は
異
な
る
特
別
な
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
資
料
に
貼
付
さ
れ
た
付
箋
な
ど
か
ら
、
謄
写
事
業
の
経
過
や
手
法
に
つ
い
て
、

考
察
を
行
っ
た
。 

 

一一
．．
三三  

受受
入入
時時
のの
目目
録録
とと
分分
冊冊  

  
本
節
で
は
、
謄
写
さ
れ
た
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
に
つ
い
て
、
受
入
ま
で
の
間

に
分
冊
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

受
入
時
の
資
料
の
冊
数
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
し
て
は
、『
雑
』(

請
求
番
号:

平
二
三
公
文
〇
〇
〇
三
八
一
〇
〇)

と
名
付
け
ら
れ
た
資
料
が
あ
る
。こ
の
資
料
に
は
写

し
で
は
あ
る
が
、
明
治
二
七
年
二
月
一
四
日
の
日
付
が
入
っ
た
広
橋
家
旧
蔵
資
料
な
ど

ひ
な
み
き 

お
ゆ
ど
の
の
う
え
の
に
っ
き 

と
う
こ
う
の
に
っ
き 
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の
受
入
時
の
決
裁
文
書
と
目
録
が
綴
じ
ら
れ
て
お
り
、『
特
別
書
目
』
の
付
箋
で｢

廿
六

年
度
証
拠
書
類
受
ノ
部
雑｣

と
書
か
れ
て
い
た
の
は
こ
の
資
料(

の
原
本)

の
こ
と
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
『
雑
』
の
目
録
と
『
第
七
回
報
告
』
の
目
録
と
を
比
較
し
、
冊
数
等
に

変
動
の
あ
る
資
料
を
ま
と
め
た
の
が
次
の
表
二
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
、
日
野
家
旧
蔵
の
『
日
次
記
』(

請
求
番
号:

古
〇
三
九
―
〇
六
五
六)

に
注
目

し
た
い
。『
日
次
記
』
は
日
野
輝
光
の
日
記
で
、
宝
永
三
年(

一
七
〇
六)

か
ら
正
徳
六
＝

享
保
元
年(

一
七
一
六)
ま
で
の
記
事
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
第
七
回
報
告
』
で
は｢

輝

光
卿
記 

全
一
一
冊｣

と
あ
る
一
方
で
、『
雑
』
は
宝
永
年
間
の
分
と
正
徳
年
間
の
分
で

分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
合
計
す
る
と
全
二
一
冊
と
な
る
。
全
二
一
冊
と
い
う
の
は
、
現

在
の
冊
数
と
一
致
す
る
冊
数
で
あ
る
。
な
お
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
の
日

野
輝
光
自
筆
本
は
全
一
一
冊
22

で
あ
る
た
め
、
謄
写
に
使
用
し
た
資
料
は
、
詳
細
は
わ

か
ら
な
い
も
の
の
、
原
状
に
近
い
も
の
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

で
は
、
ど
の
よ
う
に
一
一
冊
か
ら
二
一
冊
へ
と
分
冊
が
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
日

次
記
』
の
冊
次
五
の
扉(

画
像
一)

に
は｢

宝
永
五
戊
子
年 
日
記｣

と
あ
り
、
ま
た
、
前

節
で
触
れ
た
謄
写
・
校
合
の
担
当
者
が
記
さ
れ
た
付
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
付

箋
に
は｢

紙
数
四
百
三
拾
二
枚｣

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
冊
次
五
は
実
際
に
は
表
紙
や
扉

を
除
い
て
二
六
八
枚
で
あ
り
、
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
。
ま
た
、
内
容
は
宝
永
五
年

の
七
月
末
ま
で
の
日
記
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
次
の
冊
次
六
を
見
て
み
る
と
、
扉
は
白
紙
で
、
本
文
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に

｢

宝
永
五
年
日
記｣

と
書
か
れ
た
付
箋
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
内
容
は
宝
永
五
年
の
八
月

か
ら
十
二
月
末
ま
で
の
日
記
で
あ
る
。紙
数
は
表
紙
や
扉
を
除
い
て
一
六
五
枚
で
あ
り
、

冊
次
五
と
合
計
す
る
と
四
三
三
枚
で
、
付
箋
に
記
さ
れ
た
枚
数
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。 

   

            

そ
の
他
に
も
、
冊
次
四
に
は｢

宝
永
四
丁
亥
歳
七
月 

是
よ
り
分｣

と
書
か
れ
た
罫
紙

の
付
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
な
ど
、正
徳
二
年(

一
七
一
二)

分
の
冊
次
一
三
を
除
い
て
、

一
冊
で
あ
っ
た
も
の
を
、
二
冊
に
分
冊
し
て
い
る
形
跡
が
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
謄
写
時
に
は
一
年
分
の
日
記
を
一
冊
と
い
う
構
成
の
通
り
、
全
一
一
冊
の

資
料
と
し
て
写
さ
れ
た
が
、
製
本
段
階
で
、
全
二
一
冊
に
分
冊
さ
れ
、
そ
の
後
正
式
に

受
入
が
行
わ
れ
た
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
同
様
に
、
広
橋
家
旧
蔵
の
『
公
武
御
用
日
記
』

(

請
求
番
号:

古
〇
四
二
―
〇
七
五
八)

も
扉
に
記
さ
れ
た
表
題
か
ら
冊
次
四
と
五
、
七

と
八
、
一
四
と
一
五
が
元
々
は
一
冊
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
、
全
一
二
冊
か
ら
一
五
冊

と
い
う
変
化
の
説
明
が
で
き
る
。『
立
后
雑
事
鈔
』(

請
求
番
号:

古
〇
四
二
―
〇
七
五

四)

も｢

日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

に
よ
れ
ば
、
全
一
冊
と
さ
れ
て
お
り
23

、

当
館
所
蔵
の
冊
次
一
の
扉
に
は
表
題
が
あ
り
、
冊
次
二
に
は
な
い
た
め
、
同
様
に
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

以
上
の
例
か
ら
、
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
は
、
謄
写
後
か
ら
受
入
ま
で
の
間
に

分
冊
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

こ
う
ぶ
ご
よ
う
に
っ
き 

り
っ
こ
う
ぞ
う
じ
し
ょ
う 

画像１『日次記』 

（請求番号：古039-0656(5)） 
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な
お
、
日
野
家
旧
蔵
の
『
松
暦
』(

請
求
番
号:

古
〇
三
九
―
〇
六
五
九)

は
七
冊
か
ら

一
七
冊
に
変
化
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
冊
次
の
扉
部
分
に
表
題
が
記
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
野
宮
定
基
の
自
筆
本
と
冊
次

の
切
れ
目
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
24

こ
と
を
考
え
る
と
、『
第
七
回
報
告
』
の
冊
数
の
記

載
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

さ
ら
に
、
本
節
の
主
旨
か
ら
は
外
れ
て
し
ま
う
が
、
受
入
後
に
も
冊
数
の
変
動
が
あ

る
。『
特
別
書
目
』
の
『
公
武
御
用
日
記
』(

請
求
番
号:

古
〇
四
〇
―
〇
六
六
八)

の
欄

に
、
全
二
冊
の
別
の｢

公
武
御
用
日
記｣

が
合
冊
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際

に
冊
次
一
を
見
て
み
る
と
、途
中
の
不
自
然
な
位
置(

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
七
頁

目)

に
見
返
し
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、こ
れ
以
前
の
分
が
合
冊
さ
れ
た
部
分
で
は
な
い

か
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
不
自
然
な
位
置
の
見
返
し
に
第
二
章
で
詳
述
す
る

明
治
三
一
年
の
罫
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
合
冊
は
明
治
三
一
年
以
降

行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、『
特
別
書
目
』
の
記
述
は
後
筆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も

う
一
冊
は
特
定
困
難
だ
が
、
冊
次
五
に｢

公
武
御
用
日
記 

中｣

と｢

下｣

が
収
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
こ
の
ど
ち
ら
か
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
に
、
全
五
冊
＋
全
二
冊
の
計
七

冊
が
全
五
冊
に
合
冊
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、『
曝
書
用
貴
重
書
目
録 

（
全
６
冊
の
内
）
古
文
書
の
部
』(

請
求
番
号:

平
二

三
公
文
〇
一
〇
七
七
一
〇
〇) 

(

以
下
、『
曝
書
用
貴
重
書
目
録
』
と
す
る)

と
い
う
資
料

に
は
、『
神
宮
ニ
関
ス
ル
調
書
』(

請
求
番
号:

古
〇
三
九
―
〇
六
六
二)

が
二
つ
の
全
一

冊
の
資
料
を
一
つ
に
し
て
、
全
二
冊
に
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
時
期
の
調
査

に
基
づ
く
、
同
一
著
者
に
よ
る
資
料
の
た
め
、
ま
と
め
た
よ
う
で
あ
る
。『
曝
書
用
貴
重

書
目
録
』
は
作
成
年
代
が
は
っ
き
り
と
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
資
料
中
に
明
治
四
二
年

ま
で
在
籍
し
て
い
た
菅
只
一
郎
25

の
も
の
と
思
わ
れ
る
印
鑑
が
捺
し
て
あ
り
、
同
一
形

式
の
『
曝
書
用
貴
重
書
目
録 

（
全
６
冊
の
内
）
漢
書
経
之
部(

仮
特
を
含
む)

』(

請
求

番
号:

平
二
三
公
文
〇
一
〇
七
八
一
〇
〇)

に
は
や
は
り
菅
の
印
鑑
が
捺
さ
れ
て
い
る
横

し
ょ
う
れ
き 

の
の
み
や 
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表表２２：：冊冊数数変変動動資資料料のの一一覧覧

六
九

内
閣
記
録
局
に
よ
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広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
と
そ
の
後
の
整
理
・
管
理
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』
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に
、｢

三
十
五
年｣

と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
明
治
三
〇
年
代
に
成
立
し
た
資
料
と
思
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
神
宮
ニ
関
ス
ル
調
書
』
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
明
治
三
〇
年
代
以

降
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

以
上
、
本
節
の
主
旨
と
は
離
れ
た
が
、
受
入
後
の
冊
数
の
変
動
に
つ
い
て
も
本
節
で

併
せ
て
指
摘
し
た
。 

 
 

 

二二
．．
一一  

刊刊
行行
目目
録録
へへ
のの
掲掲
載載  

 

第
一
章
で
は
、
ま
ず
、
謄
写
事
業
の
概
要
を
ま
と
め
、
そ
の
後
謄
写
事
業
が
臨
時
写

字
生
の
雇
い
入
れ
を
伴
う
よ
う
な
特
別
な
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
分
冊
が
受
入

前
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し
て
き
た
。 

続
く
第
二
章
で
は
、
受
入
後
の
整
理
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
本
節
で
は
、

広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
と
刊
行
目
録
の
関
係
に
つ
い
て
、
見
て
み
た
い
。 

内
閣
文
庫
の
和
書
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
三
年(

一
八
九
〇)
、
二
四
年
に
最
初
の
目

録
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
、
明
治
三
二
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
、
追
加
目
録
が
刊
行

さ
れ
た
26

。
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
の
受
入
は
明
治
二
七
年
な
の
で
、
こ
の
追
加

目
録
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
が
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
。 

追
加
目
録
に
は
か
つ
て
の
登
録
番
号(

現
在
の
請
求
番
号
と
は
異
な
る)

で
見
る
と
、

四
三
〇
〇
〇
番
台
あ
た
り
ま
で
の
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に
番
号
が

付
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
27

『
議
奏
番
頭
代
記
録
』(

請
求
番
号
：
古
〇
四
〇
―
〇

六
六
九)

は
五
三
三
四
〇
号
と
な
っ
て
お
り
、整
理
が
追
い
つ
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。 

ま
た
、既
に
福
井
保
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
28

、他
の
堂
上
諸
家
旧
蔵
の
資
料
も
、

こ
の
時
期
の
目
録
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
優
先
度
が
低
く
認
識
さ
れ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
29

。 

 

で
は
、広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
は
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

次
の
資
料
四
は
『
貴
重
書
目
録 

(

全
３
冊
の
内) 

古
文
書
の
部
』(

請
求
番
号:

平
二

三
公
文
〇
一
四
五
二
一
〇
〇)

（
以
下
、『
貴
重
書
目
録
』
と
す
る
。）
と
い
う
題
の
つ
い

た
資
料
の
見
返
し
に
貼
付
さ
れ
た
昭
和
八
年(

一
九
三
三)

一
二
月
四
日
付
の
供
覧
文
書

の
写
し
で
あ
る
。 

  

資
料
四 

 
 
 
 
 

内
閣
文
庫
図
書
整
理
ノ
件 

 
 

内
閣
文
庫
図
書
中｢

古
文
書｣

ハ
、
従
来
未
整
理
ノ
侭 

 
 

保
存
有
之
候
処
、
曩
ニ
同
図
書
整
理
方
被
命
候
ニ
付
、 

 
 

目
録
調
製
、
各
函
実
物
調
査
、
破
損
修
理
等
ヲ
行
ヒ
、
別 

冊
ノ
通
、｢

貴
重
古
文
書
目
録｣

ト
シ
テ
整
備
仕
リ
候
条
、 

此
段
供
覧
候
、 

  

こ
の
資
料
の
記
述
に
基
づ
け
ば
、受
入
か
ら
約
四
〇
年
後
の
昭
和
八
年
ま
で
広
橋
家
・

日
野
家
旧
蔵
資
料
な
ど
現
在
の
請
求
番
号
が｢

古｣

か
ら
始
ま
る
資
料
は｢

未
整
理｣

の
ま

ま
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
凡
例
に
は｢

右
古
文
書
ニ
通
シ
番
号
ヲ
起
シ
、
一
部
ニ

一
番
号
ヲ
付
シ
、
左
ノ｢

レ
ッ
テ
ル｣

ニ
標
示
ス
、
旧
登
録
番
号(

摘
要
欄
数
字)

ハ
其
侭

ト
ス｣

と
あ
り
、
ラ
ベ
ル
の
見
本
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。 

 
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
四
〇
年
も
の
間
、
書
庫
の
片
隅
に
放
置
さ
れ
て
い
た

の
か
と
い
え
ば
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
第
一
章
第
三
節
で
紹
介
し
た

『
曝
書
用
貴
重
書
目
録
』
と
い
う
資
料
は
そ
の
名
の
通
り
、
曝
書
の
際
の
資
料
の
確
認

に
用
い
ら
れ
た
資
料
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
毎
年
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
も
し

七
〇

内
閣
記
録
局
に
よ
る
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
と
そ
の
後
の
整
理
・
管
理

『
北
の
丸
』
第
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号　
　



 
 

れ
な
い
が
30

、
曝
書
が
行
わ
れ
、
少
な
く
と
も
所
在
の
確
認
は
な
さ
れ
て
い
た
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。 

 

ま
た
、
一
部
の
資
料
に
内
閣
書
記
官
室
記
録
課(

内
閣
記
録
局
の
後
継
組
織)

に
勤
務

し
て
い
た
内
田
嘉
一
の
名
で
、
明
治
三
一
年
に
資
料
の
概
要
な
ど
を
記
し
た
罫
紙
が
貼

付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、『
八
槐
御
記
』
に
は｢

此
記
ハ
広
橋

兼
胤
公
ノ
記
ス
ル
所
也
、
公
ハ
准
大
臣
ト
ナ
リ
、
特
旨
ヲ
以
テ
八
景
ノ
間
ニ
進
列
セ
ラ

ル
因
、
其
記
ヲ
名
ケ
テ
、
八
槐
記
ト
曰
フ｣

と
い
う
解
説
が
記
さ
れ
た
罫
紙
が
貼
付
さ
れ

て
い
る
。現
時
点
で
内
田
の
調
査
の
目
的
や
対
象
と
な
っ
た
資
料
の
範
囲
は
不
明
だ
が
、

広
橋
家
旧
蔵
の
複
数
の
資
料
に
、
同
様
の
罫
紙
が
確
認
で
き
る(

別
表
を
参
照)

。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
昭
和
八
年
以
前
も
一
定
の
管
理
は
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
広
橋
家
・
日
野
家
を
含
め
た
旧
公
家
の
資
料
は
十
分
に
日

の
目
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
は
言
え
ず
、
刊
行
目
録
と
し
て
は
、
昭
和
三
六

年
か
ら
三
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』(

以
下
、『
分
類
目
録
』

と
す
る)

に
よ
う
や
く
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

以
上
、
本
節
で
は
、
い
く
つ
か
の
目
録
か
ら
、『
分
類
目
録
』
刊
行
以
前
の
広
橋
家
・

日
野
家
旧
蔵
資
料
に
つ
い
て
、
一
定
の
整
理
・
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。 

 

二二
．．
二二  

広広
橋橋
家家
・・
日日
野野
家家
旧旧
蔵蔵
資資
料料
のの
整整
理理
・・
管管
理理
とと
ララ
ベベ
ルル  

  

本
節
で
は
、
前
節
ま
で
に
紹
介
し
た
い
く
つ
か
の
目
録
に
加
え
て
、
資
料
に
貼
付
さ

れ
た
ラ
ベ
ル
の
情
報
か
ら
、
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
が
ど
の
よ
う
に
整
理
・
管
理

さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
見
て
い
き
た
い
。 

 

画
像
二
は
『
豊
長
卿
日
記
』
の
表
紙
で
あ
る
。
ラ
ベ
ル
が
四
種
類
貼
付
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
一
番
上
の
ラ
ベ
ル
を
ラ
ベ
ル
①
、
そ
の
下
の
ラ
ベ
ル
を
ラ
ベ

ル
②
、
右
下
の
縦
長
な
ラ
ベ
ル
を
ラ
ベ
ル
③
、
真
ん
中
の
下
の
ラ
ベ
ル
を
ラ
ベ
ル
④
と

す
る
。 

 

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
見
て
い
き
た

い
。
ま
ず
、
ラ
ベ
ル
①
は
貼
付
時
期
が
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
受
入
後
早
い

時
期
に
貼
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
右
側
に｢

和
書
門｣

と
書
か
れ
、｢

類｣

・

｢

号｣

・｢

函｣

・｢

架｣

・｢

冊｣

と
い
う
五
つ
の
記
入
欄
が
あ
る
。
こ
の
書
式
は
明
治
一
八
年

(

一
八
八
五)

一
一
月
の｢

文
庫
所
蔵
書
目
録
編
纂
心
得｣

で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
31

。

五
つ
の
記
入
欄
の
う
ち
、｢

類｣

は
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
で
は
基
本
的
に
記 

 

入
さ
れ
て
い
な
い
。『
本
朝
古
代
年
号
読
様(

請
求
番
号:

古
〇
四
二
―
〇
七
四
〇)

』

の｢

類｣
の
欄
に
は｢

特
別｣

と
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
『
八
槐
御
記
』
の
ラ
ベ
ル
①
の
欄
外

に
も｢

特｣

と
あ
る
。
ど
こ
に
も｢

特｣

な
ど
の
表
記
の
な
い
資
料
も
あ
る
が
、
有
無
で
何

ほ
ん
ち
ょ
う
こ
だ
い
ね
ん
ご
う
よ
み
よ
う 

画像２『豊長卿日記』 

（請求番号：古039-0657(1)） 

七
一

内
閣
記
録
局
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よ
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広
橋
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野
家
資
料
の
謄
写
と
そ
の
後
の
整
理
・
管
理

『
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の
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』
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か
区
別
が
あ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。『
特
別
書
目
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
群
な

の
で
、
そ
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
程
度
の
情
報
で
は
な
い
か
。
同
様
に
、｢

函｣
の
欄
に
も｢

仮｣

と
つ
く
資
料
と
そ
う
で
な
い
資
料
が
あ
る
が
、
整
理
の
先
後
に
は
関
わ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
管
理
上
特
別
の
違
い
が
あ
っ
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
福
井

保
が
内
閣
文
庫
初
期
の
蔵
書
目
録
編
纂
時(

明
治
二
〇
年
頃)

は
書
架
が
未
定
だ
っ
た
と

指
摘
し
て
い
る
32

の
で
、
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
に
つ
い
て
も
、
仮
置
き
と
い
う
感
覚

で
、
一
部
の
資
料
の
ラ
ベ
ル
に｢

仮｣

と
書
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
広
橋
家
・
日
野
家

旧
蔵
資
料
の
場
合
は
す
べ
て
の
資
料
が｢

二
一
五｣

函
に
収
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

｢

架｣

に
関
し
て
は｢

一
架｣

か
ら｢
五
架｣

ま
で
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、『
公

武
御
用
日
記
』
や
日
野
家
旧
蔵
の
『
日
次
記
』
で
は
途
中
の
冊
次
か
ら
次
の
架
に
移
っ

て
お
り
、
資
料
の
切
れ
目
な
ど
は
あ
ま
り
気
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。｢

号｣

も

ほ
と
ん
ど
の
資
料
で
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。｢
冊｣
は
日
野
家
旧
蔵
の
『
日
次
記
』
で｢

二

一
冊｣

と
あ
る
の
で
、第
一
章
第
三
節
で
明
ら
か
に
し
た
分
冊
よ
り
後
に
貼
付
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。 

 

次
に
、
ラ
ベ
ル
②
は
上
段
に
右
か
ら
左
へ｢

内
閣
文
庫｣

と
書
か
れ
、｢

類｣

・｢

号｣

・

｢

冊｣

・｢

函｣

・｢

架｣

の
五
つ
の
記
入
欄
が
あ
る
。『
公
儀
向
へ
遣

状

認

帳

』(

請

求
番
号:

古
〇
四
二
―
〇
七
〇
六)

な
ど
で
ラ
ベ
ル
①
の
上
に
ラ
ベ
ル
②
が
貼
付
さ
れ
て

い
る
の
で
、
ラ
ベ
ル
②
の
方
が
後
の
も
の
だ
と
わ
か
る
。
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料

で
は
、｢

類｣

と｢

架｣

の
欄
に
は
何
も
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。｢

函｣

に
は｢

広
一｣
や｢

日

野｣

な
ど
、
旧
蔵
者
を
基
に
し
た
と
思
わ
れ
る
情
報
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
広
橋
家
旧
蔵

資
料
は
三
つ
の
函
に
分
か
れ
、｢

広
一｣

か
ら｢

広
三｣

の
番
号
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。
ラ
ベ

ル
①
の｢

架｣

と
ラ
ベ
ル
②
の｢

函｣

を
比
較
す
る
と
、『
民
経
御
記
』
が
ラ
ベ
ル
①
で
は

｢

一
架｣

、
ラ
ベ
ル
②
で
は｢

広
二｣

と
な
っ
て
お
り
、
単
な
る
平
行
移
動
で
は
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
現
在
の
請
求
番
号
が
数
字
で
始
ま
る
資
料
、
例
え
ば
、
日
野

家
旧
蔵
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
対
象
外
と
し
て
い
る
『
上
卿
故
実
』(

請
求
番
号:

一
四
六
―
〇
六
五
八)

で
は
同
じ
ラ
ベ
ル
の｢

函｣

の
欄
に｢

一
四
六｣

な
ど
と
数
字
が
入

っ
て
お
り
、
請
求
番
号
が｢

特｣

か
ら
始
ま
る
資
料
も
『
斎
藤
親
基
記
』(

請
求
番
号:

特

〇
三
七
―
〇
〇
〇
五)

を
見
る
と｢

第
三
拾
七
番｣

と
、
や
は
り
数
字
が
入
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。｢

号｣

は
基
本
的
に
す
べ
て
の
資
料
に
記
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
番
号
は
ラ

ベ
ル
④
の｢

番
号｣

欄
に
記
入
さ
れ
て
い
る
登
録
番
号
の
基
に
な
っ
て
い
る
。｢

冊｣

は
基

本
的
に
変
動
が
な
い
が
、
第
一
章
第
三
節
で
紹
介
し
た
『
神
宮
ニ
関
ス
ル
調
書
』
は｢

二

冊｣

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ラ
ベ
ル
②
は
『
曝
書
用
貴
重
書
目
録
』
の
成
立
よ
り
も
後
に

貼
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ラ
ベ
ル
②
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
み
た
い
。『
和
書
台
帳
』
と
い
う
資
料
が

あ
る
。
登
録
番
号
順
に
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
『
和
書
台
帳 

１ 

１
―

５
０
０
０
』(

請
求
番
号:

平
二
三
公
文
〇
一
一
二
二
一
〇
〇)

の
よ
う
に
五
〇
〇
〇
点

ず
つ
が
一
冊
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
資
料
で
日
野
家
旧
蔵
の
『
日
次
記
』
を
引
い
て
み

る
と
、『
日
次
記
』
の
登
録
番
号
二
七
七
四
番
は
は
じ
め
『
初
等
女
子
文
章
読
本
』
と
い

う
資
料
に
当
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、『
初
等
女
子
文
章
読
本
』
は
明
治
四
〇
年

一
二
月
六
日
に
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
ラ
ベ
ル
②
に
記
入
さ
れ
た
番

号
は
少
な
く
と
も
明
治
四
〇
年
以
降
に
振
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
番
号
は
見
て
わ
か
る
と

お
り
バ
ラ
バ
ラ
だ
が
、
お
お
む
ね
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
分
け
た
後
、
欠
番
と
な
っ
た
番
号

を
割
り
当
て
て
い
た
た
め
、
必
ず
し
も
連
続
し
た
番
号
に
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。 ま

た
、『
和
書
台
帳
』
に
は
ラ
ベ
ル
②
の｢

函｣

の
欄
に
記
さ
れ
て
い
る｢

広
一｣

な
ど
の

情
報
も
記
さ
れ
て
い
る
。
元
々｢

貴
一｣

な
ど
と
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、｢

貴
○｣

と
い
う

番
号
は
現
在
の
請
求
番
号
が｢

特｣

か
ら
始
ま
る
資
料
で
も
使
わ
れ
て
お
り
33

、
混
同
す

る
可
能
性
に
気
が
つ
い
た
の
か
、
旧
蔵
者
を
基
に
し
た
書
き
方
に
変
更
し
た
と
思
わ
れ

る
。 さ

ら
に
、『
曝
書
用
貴
重
書
目
録
』
に
は｢

二
一
五
函
五
号｣

な
ど
と
い
う
保
管
場
所
が

つ
か
わ
し
じ
ょ
う
し
た
た
め
ち
ょ
う 

こ
う
ぎ
む
き 

さ
い
と
う
ち
か
も
と
き 

七
二

内
閣
記
録
局
に
よ
る
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
と
そ
の
後
の
整
理
・
管
理

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



 
 

元
々
書
か
れ
て
お
り
、後
か
ら｢

広
橋
之
一
函｣

や｢

日
野｣

と
書
か
れ
た
付
箋
が
貼
ら
れ
、

保
管
場
所
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
付

箋
と
本
紙
に
跨
が
る
よ
う
に｢

市
川｣

と
い
う
印
鑑
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
市
川
高
次
郎
と

い
う
人
物
が
大
正
九
年
か
ら
一
二
年(

一
九
二
〇
～
二
三)

の
間
、
内
閣
書
記
官
室
記
録

課
に
在
籍
し
て
い
る
34

た
め
、
明
治
末
か
ら
大
正
頃
に｢

二
一
五｣

函
か
ら｢

広
一｣

函
に

移
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
、
大
手
門
内
に
新
築
さ
れ
た
文
庫
へ
の
資

料
の
移
動
が
明
治
四
四
年
一
一
月
に
完
了
し
て
お
り
、
こ
の
移
動
に
際
し
て
、
配
列
方

法
が
改
め
ら
れ
て
い
る
35

。
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
も
こ
の
と
き
移
し
替
え
が
行

わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。 

続
い
て
ラ
ベ
ル
③
は
上
段
に
右
か
ら
左
へ｢

古
文
書｣

と
書
か
れ
、｢

函｣

と｢

号｣

を
記

入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
冊
数
は
全
一
冊
の
資
料
で
は
記
さ
れ
な
い
が
、
二
冊
以

上
あ
る
資
料
は｢

共
二｣

、｢

共
三
五｣(

全
三
五
冊
の
『
八
槐
御
記
』
の
場
合)

の
よ
う
に

記
さ
れ
る
。
こ
の
ラ
ベ
ル
③
は
前
節
で
紹
介
し
た
『
貴
重
書
目
録
』
に
見
本
が
貼
付
さ

れ
て
い
る
ラ
ベ
ル
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
貼
付
さ
れ
た
の
は
昭
和
八
年
頃
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。｢

函｣

に
記
入
さ
れ
る
数
字
は
日
野
家
旧
蔵
資
料
が｢
三
九｣

、
広
橋
家
旧
蔵
資

料
は｢

四
〇｣

～｢

四
二｣

と
な
っ
て
い
る
。
ラ
ベ
ル
②
の｢

函｣

と
は
『
兼
仲
卿
記
』(

請
求

番
号:

古
〇
四
二
―
〇
六
九
九)

が｢

広
二｣

か
ら｢

四
一｣

で
は
な
く｢

四
二｣
と
な
っ
て
い

る
な
ど
、
一
部
の
資
料
で
変
更
が
見
ら
れ
る
。
こ
の｢

函｣

の
数
字
が
現
在
の
請
求
番
号

の
上
三
桁
の
基
に
な
っ
て
い
る
。｢

号｣

に
は
三
桁
の
番
号
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

現
在
の
請
求
番
号
の
下
四
桁
の
基
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
番
号
は
請
求
番
号
が

｢

古｣

か
ら
始
ま
る
資
料
の
通
し
番
号
に
な
っ
て
お
り
、
押
小
路
家
旧
蔵
の
『
大
嘗
会

一
会
記
』(

請
求
番
号:

古
〇
〇
一
―
〇
〇
〇
一)

か
ら
連
続
し
た
番
号
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
番
号
も
『
貴
重
書
目
録
』
の
凡
例
に
あ
る
と
お
り
、
昭
和
八
年
頃
に
ふ
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
現
在
書
庫
に
あ
る
函
に｢

昭
和
八
年｣

と
書
か
れ
た
函
の
内
容
の

リ
ス
ト
が
貼
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
の
函
の
状
態
で
現
在
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。 

最
後
に
ラ
ベ
ル
④
は
上
段
に｢

内
閣
文
庫｣

と
書
か
れ
、｢

番
号(

現
在
の
登
録
番
号)｣

・

｢

冊
数｣

・｢

函
号(

現
在
の
請
求
番
号)｣

を
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭

和
三
〇
年
頃
に
、
目
録
の
編
集
と
並
行
し
て
作
成
・
貼
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
36

。｢

番

号｣

は
基
本
的
に
変
化
し
て
い
な
い
が
、ラ
ベ
ル
②
が
貼
付
さ
れ
て
い
な
い
資
料
の
登
録

番
号
は
こ
こ
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。｢

函
号｣

も
ラ
ベ
ル
③
と
変
わ
ら
な
い
。た
だ
し
、

中
御
門
家
旧
蔵
の
『
山
科
家
日
記
』(

請
求
番
号:

古
〇
三
七
―
〇
六
五
五)

は
全
七
五
冊

あ
り
、｢

三
七｣

と｢

三
八｣

の
函
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
一
点
に
一
番
号
と
い
う
都
合

上
、
全
て
の
冊
次
で｢

古
〇
三
七｣

に
な
っ
て
い
る(

そ
の
た
め
、｢

古
〇
三
八｣

の
資
料
は

存
在
し
な
い
。)

と
い
っ
た
例
外
は
あ
る
。｢

冊
数｣

も
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
で
は

変
化
が
な
い
。 

以
上
、
本
節
で
は
ラ
ベ
ル
と
目
録
の
情
報
か
ら
、
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
の
整

理
・
管
理
の
沿
革
に
つ
い
て
通
覧
を
試
み
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
広
橋
家
・
日
野
家
旧

蔵
以
外
の
資
料
は
十
分
に
調
査
を
行
え
て
い
な
い
た
め
、
内
閣
文
庫
全
体
の
資
料
管
理

の
沿
革
と
言
う
に
は
ほ
ど
遠
い
成
果
で
あ
る
。
今
後
、
他
の
資
料
に
関
す
る
調
査
も
進

み
、
よ
り
精
緻
な
沿
革
が
描
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。  

  

二二
．．
三三  

旧旧
蔵蔵
情情
報報
のの
混混
乱乱  

  
本
節
で
は
、
昭
和
四
九
年(

一
九
七
四)

か
ら
五
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
改
訂
内
閣
文

庫
国
書
分
類
目
録
』(

以
下
、『
改
訂
分
類
目
録
』
と
す
る)

で
日
野
家
旧
蔵
と
さ
れ
て
い

る
資
料
に
つ
い
て
、
旧
蔵
情
報
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
点
を
指
摘
す
る
。 

 

表
三
は
日
野
家
旧
蔵
と
さ
れ
て
い
る
資
料
の
中
で
本
稿
が
扱
う
七
点
に
つ
い
て
、『
改

訂
分
類
目
録
』
と
こ
こ
ま
で
本
稿
で
使
用
し
て
き
た
『
雑
』、『
特
別
書
目
』、『
曝
書
用

だ
い
じ
ょ
う
え 

い
ち
え
き 

や
ま
し
な
け
に
っ
き 

七
三

内
閣
記
録
局
に
よ
る
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
と
そ
の
後
の
整
理
・
管
理

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



 
 

貴
重
書
目
録
』、『
貴
重
書
目
録
』
の
四
つ
の
目
録
の
旧
蔵
情
報
を
比
較
し
た
も
の
で
あ

る
37

。
見
て
わ
か
る
と
お
り
、
七
点
す
べ
て
の
資
料
で
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。 

 

七
点
の
内
、『
日
次
記
』
を
除
く
、
六
点
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
高
辻
家
・
野
宮
家
・

北
小
路
家
旧
蔵
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、『
分
類
目
録
』
で
日
野
家
旧
蔵
と
変
わ
っ
て
し 

ま
っ
て
い
る
。『
豊
長
卿
日
記
』
は
高
辻
豊
長
の
日
記
、『
松
外
記
』(

請
求
番
号:

古
〇

三
九
―
〇
六
五
八)
、『
松
暦
』
は
野
宮
定
基
の
日
記
で
あ
り
、『
神
宮
ニ
関
ス
ル
調
書
』

は
扉
に｢

太
神
宮
司
随
光｣
と
北
小
路
随
光
の
名
前
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
元
の
旧
蔵
情
報
の
方
が
、
資
料
の
記
主
の
家
と
一
致
し
、
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
北

小
路
随
光
は
臨
時
写
字
生
と
し
て
謄
写
事
業
に
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
他
家

に
あ
る
写
本
を
写
す
必
然
性
も
低
い
だ
ろ
う
。 

 

以
上
の
こ
と
に
加
え
て
、
謄
写
・
受
入
に
近
い
時
期
の
資
料
が
日
野
家
旧
蔵
と
な
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
六
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
高
辻
家
・
野
宮

家
・
北
小
路
家
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

で
は
、
な
ぜ
、
旧
蔵
情
報
の
混
乱
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
改
訂
内
閣

文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
の｢

後
記｣

に
記
さ
れ
て
い
る
目
録
編
集
の
実
務
内
容
を
見
て
み

る
と
、ま
ず
、資
料
の
実
物
と
カ
ー
ド
目
録
の
対
査
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
38

。

目
録
を
編
集
す
る
上
で
、
現
物
を
確
認
す
る
の
は
必
須
の
作
業
で
あ
る
が
、
日
野
家
旧

蔵
と
さ
れ
て
い
る
資
料
で
は
、
こ
れ
が
裏
目
に
出
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

前
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、日
野
家
旧
蔵
と
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、ラ
ベ
ル
②
の｢
函｣

の
欄
に
、｢

日
野｣

と
書
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
先
述
の
通
り
、
請
求
番
号
が｢

特｣
か

ら
始
ま
る
資
料
と
の
区
別
の
た
め
、
致
し
方
な
か
っ
た
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
れ
が
混
乱
の
原
因
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

な
お
、
本
稿
で
は
詳
し
く
立
ち
入
ら
な
い
が
、『
貴
重
書
目
録
』
の
凡
例
を
見
る
と
、

｢

一
六
函｣

か
ら｢

一
八
函｣

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は｢

古
文
書｣

と
な
っ
て
お
り
、
鉛
筆

書
き
で｢(

蜷
川)｣

と
補
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
こ
の
三
函
に
は
蜷
川
家
旧
蔵
資
料
も 

 
 

し
ょ
う
が
い
き 

よ
り
み
つ 

資料名
『改訂分類

目録』
『貴重書
目録』

『曝書用
貴重書目録』

『特別
書目』

『雑』

作成年等 昭和49～51年 昭和8年 明治30年代 明治29年 明治27年

資料名 請求番号
平23公文
01452100

平23公文
01077100

平23公文
01457100

平23公文
00038100

日次記 古039-0656 日野家旧蔵 － 日野家 日野家 広橋家

豊長卿日記 古039-0657 日野家旧蔵 高辻家 高辻家 高辻家 高辻家
松外記 古039-0658 日野家旧蔵 野宮家 野宮家 野宮家 野宮家
松暦 古039-0659 日野家旧蔵 － 野宮家 野宮家 野宮家

御系譜 古039-0660 日野家旧蔵 － 北小路家 北小路家 北小路家

御系譜 古039-0661 日野家旧蔵 － 北小路家 北小路家 北小路家
神宮ニ関スル調書 古039-0662 日野家旧蔵 － 北小路家 北小路家 北小路家

公武御用日記 古042-0758 広橋家旧蔵 広橋家 日野家 日野家 広橋家

備考
『分類目録』も
旧蔵情報は同

じ

凡例に｢日野
家・高辻家文
書　三九函｣

とあり

表表３３：：旧旧蔵蔵情情報報にに変変化化ののああるる資資料料一一覧覧

七
四

内
閣
記
録
局
に
よ
る
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
と
そ
の
後
の
整
理
・
管
理

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



 
 

あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
塙
氏
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
資
料
な
ど
、
伝
来
の
異
な
る
資
料
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
塙
氏
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
の
『
倭
名
類
聚
鈔
』(

請
求
番
号:

古
〇
一
八

―
〇
三
四
二)

を
見
て
み
る
と
、
ラ
ベ
ル
②
の｢

函｣

の
欄
に
は｢

古
三｣

と
書
か
れ
て
い

る
。
日
野
家
旧
蔵
と
さ
れ
て
い
る
資
料
と
同
様
、
旧
蔵
情
報
の
混
乱
が
起
こ
り
そ
う
に

も
思
え
る
。
と
こ
ろ
が
、『
倭
名
類
聚
鈔
』
に
は｢

温
故
堂
文
庫｣

の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ

て
お
り
39

、
ま
た
、｢
古
三｣

で
は
一
見
し
て
○
○
家
旧
蔵
と
判
別
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
の
か
、
幸
い
、
こ
の
三
函
で
は
旧
蔵
情
報
が
統
一
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
大
混
乱
は

生
じ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

日
野
家
旧
蔵
と
さ
れ
て
い
る
資
料
に
話
を
戻
す
と
、『
豊
長
卿
日
記
』
な
ど
が
入
っ
て

い
る
函
も
高
辻
家
・
野
宮
家
な
ど
様
々
な
家
の
旧
蔵
資
料
が
入
っ
て
い
る
函
の
た
め
、

例
え
ば｢

日
高｣

な
ど
と
書
け
ば
、
ま
だ
複
数
の
家
の
資
料
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
代
表
し
て｢

日
野｣
と
書
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
す
べ
て
が

日
野
家
旧
蔵
の
資
料
で
あ
る
か
の
よ
う
な
認
識
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

し
か
も
、
日
野
家
旧
蔵
資
料
は
謄
写
資
料
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
蔵
書
印
等
も
無
く
、

旧
蔵
情
報
の
混
乱
に
気
が
つ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

資
料
と
対
査
し
た
カ
ー
ド
目
録
は
現
在
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
が
、
カ
ー
ド
目
録
と
同
程
度
に
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
の
は
前
節
で
紹
介
し
た
『
和
書
台
帳
』
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
和
書
台
帳
』
も

旧
蔵
者
に
つ
い
て
は
ラ
ベ
ル
②
の
情
報
が
書
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
や
は
り
、

混
乱
に
気
が
つ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。 

『
分
類
目
録
』
の
編
纂
段
階
で
、
近
い
時
期
に
編
纂
さ
れ
て
い
た
『
貴
重
書
目
録
』

が
あ
っ
た
が
、
十
分
に
参
照
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
が
残
念
で
あ
る
40

。 

結
論
を
整
理
す
る
と
、『
改
訂
分
類
目
録
』
で
日
野
家
旧
蔵
と
さ
れ
て
い
る
資
料
の
う

ち
、『
豊
長
卿
日
記
』
は
高
辻
家
、『
松
外
記
』、『
松
暦
』
は
野
宮
家
、『
御
系
譜
』
の
二

部
と
『
神
宮
ニ
関
ス
ル
調
書
』
は
北
小
路
家
の
旧
蔵
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
旧

蔵
情
報
の
混
乱
が
発
生
し
た
経
緯
は
、
明
治
末
の
内
閣
文
庫
の
移
転
や
配
架
方
法
の
変

更
に
関
連
し
て
、
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
も
資
料
の
移
し
替
え
が
行
わ
れ
、
お
お

む
ね
旧
蔵
者
毎
に
分
け
ら
れ
て
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
つ
の
函
に
複
数
の

旧
蔵
者
の
資
料
が
入
れ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
や
が
て
旧
蔵
情
報
の
混
乱
が
起
き
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
混
乱
が
昭
和
の
刊
行
目
録
で
確
定
し
て
し
ま
い
、
現
在
に
至
る
。
以
上

の
よ
う
な
流
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 

最
後
に
、
残
っ
た
日
野
家
旧
蔵
と
さ
れ
て
い
る
資
料
の
『
日
次
記
』
に
つ
い
て
は
、

広
橋
家
か
ら
日
野
家
に
旧
蔵
情
報
が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
他
の
六
点
よ
り
も
早
く
、

ま
た
、
広
橋
家
旧
蔵
と
さ
れ
て
い
る
『
公
武
御
用
日
記
』
の
旧
蔵
情
報
が
広
橋
家
→
日

野
家
→
広
橋
家
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
る
と
、
本
稿
で
用
意
し
た
資
料
の
み
で

は
説
明
が
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。 

 

以
上
、
本
節
で
は
、
日
野
家
旧
蔵
と
さ
れ
て
い
る
資
料
の
う
ち
、
六
点
の
資
料
に
つ

い
て
、
旧
蔵
情
報
が
混
乱
し
、
誤
っ
た
情
報
で
『
分
類
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
混
乱
が
生
じ
た
原
因
に
つ
い
て
も
、
考
察
を
行
っ

た
。 

  

おお
わわ
りり
にに  

  

本
稿
で
は
、
当
館
所
蔵
の
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
に
つ
い
て
、
考
察
を
行
っ
て

き
た
。
最
後
に
、
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
点
と
今
後
の
課
題
を
整
理
し
て
、
結
び
と
し

た
い
。 

 

ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
の
謄
写
か
ら
受
入
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
論
述
し
た
。
第
一
節
で
は
、
内
閣
記
録
局
の
業
務
報
告
書
に
あ
る
目
録
と
明

治
二
九
年(

一
八
九
六)

の
凡
例
を
持
つ
目
録
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
謄
写
事
業
の
開
始

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う 

七
五

内
閣
記
録
局
に
よ
る
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
と
そ
の
後
の
整
理
・
管
理

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



 
 

か
ら
受
入
ま
で
の
間
に
何
ら
か
の
基
準
で
対
象
資
料
の
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
で
、
取
捨
選
択
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。 

 

第
二
節
で
は
、
実
際
に
資
料
の
謄
写
や
校
合
作
業
を
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
臨
時
写

字
生
を
取
り
上
げ
、
国
学
者
の
塙
忠
韶
な
ど
、
歴
史
資
料
の
取
り
扱
い
に
慣
れ
て
い
る

臨
時
写
字
生
が
、
試
験
を
必
須
と
し
な
い
な
ど
、
通
常
と
は
異
な
る
手
続
き
を
経
て
、

集
め
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
資
料
に
貼
付
さ
れ
た
付
箋
か
ら
実
際
の

作
業
は
明
治
二
五
年
の
二
月
か
ら
八
月
頃
ま
で
が
ピ
ー
ク
で
、
明
治
二
六
年
三
月
末
に

は
多
く
の
臨
時
写
字
生
が
免
職
と
な
っ
た
こ
と
や
校
合
に
際
し
て
は
、
一
部
既
に
内
閣

文
庫
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
た
資
料
と
も
突
き
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
が
、
原
則
的
に
謄

写
に
使
用
す
る
原
本
の
記
述
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。 

 

第
三
節
で
は
、
内
閣
記
録
局
の
業
務
報
告
書
の
目
録
と
明
治
二
七
年
の
受
入
時
の
目

録
と
を
比
較
し
て
、
冊
数
に
変
化
の
あ
る
資
料
を
確
認
し
、
当
該
資
料
の
内
容
や
貼
付

さ
れ
た
付
箋
な
ど
か
ら
、
謄
写
後
、
受
入
ま
で
の
間
に
分
冊
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。 

 

第
一
章
の
成
果
を
総
括
し
、
は
じ
め
に
で
も
目
的
と
し
て
挙
げ
た
広
橋
家
・
日
野
家

旧
蔵
の
謄
写
資
料
が
使
用
に
耐
え
う
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
合
分
冊
が

行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
書
誌
情
報
か
ら
何
か
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
際
に
は
留
意
が
必

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
テ
キ
ス
ト
自
体
に
関
し
て
は
、
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
な
謄
写
・

校
合
の
方
法
や
謄
写
を
担
当
し
た
人
員
の
面
か
ら
言
え
ば
、
単
純
な
誤
字
・
脱
字(

写
し

間
違
い)

な
ど
を
除
い
て
、
お
お
む
ね
信
頼
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
冒
頭
で

も
述
べ
た
と
お
り
、
写
本
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
資
料
も
あ
り
、
ま
た
、
本
稿
で

対
象
と
し
た
資
料
は
全
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
閲
覧
で
き
る
た
め
、
今
後
よ
り

一
層
の
利
用
を
期
待
し
た
い
。 

 

続
い
て
第
二
章
で
は
、
受
入
後
、
昭
和
三
六
年(

一
九
六
一)

か
ら
三
八
年
の
『
分
類

目
録
』
刊
行
ま
で
に
お
け
る
資
料
の
整
理
状
況
に
つ
い
て
論
述
し
た
。
第
一
節
で
は
、

明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
目
録
に
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
、
一
方
で
、『
分
類
目
録
』
刊
行
ま
で
の
間
に
も
一
定
の
整
理
・
管
理
は
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

第
二
節
で
は
、
資
料
に
貼
付
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
の
情
報
か
ら
、
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵

資
料
の
整
理
・
管
理
の
沿
革
を
通
覧
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
割
い
た
紙
幅
に
比
し
て
、

大
き
な
成
果
と
は
言
え
な
い
が
、
一
事
例
を
示
し
た
こ
と
で
、
今
後
の
研
究
に
繋
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 

第
三
節
で
は
、
日
野
家
旧
蔵
と
さ
れ
て
い
る
資
料
の
旧
蔵
情
報
が
混
乱
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、
そ
の
う
ち
六
点
に
つ
い
て
、
本
来
は
高
辻
家
・
野
宮
家
・
北
小
路
家
の

旧
蔵
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
併
せ
て
指
摘
し
た
。 

 

以
上
が
、
本
稿
の
到
達
点
で
あ
る
。
一
方
で
十
分
に
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
点
も

あ
る
。
本
論
の
中
で
触
れ
た
内
田
嘉
一
に
よ
る
資
料
調
査
の
目
的
や
範
囲
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
は
関
係
す
る
公
文
書
や
他
の
資
料
群
の
調
査
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
稿

の
段
階
で
は
十
分
に
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

他
の
公
家
旧
蔵
資
料
の
調
査
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
特
に
、『
内
閣
文
庫
百
年
史
』

に
中
院
家
の
資
料
を
購
入
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
41

、『
改
訂
分
類
目
録
』
で
は

中
院
家
旧
蔵
の
資
料
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
方
で
、
中
御
門
家
旧
蔵
と
さ

れ
て
い
る
資
料
の
中
に
、
中
院
家
や
山
科
家
の
日
記
な
ど
の
資
料
が
あ
る
42

。
こ
れ
ら

の
資
料
が
旧
蔵
情
報
の
混
乱
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
本
当
に
中
御
門

家
に
伝
来
し
た
資
料
な
の
か
、
確
認
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
稿
で
は
立
ち
入
る
準
備

が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

明
治
期
に
受
け
入
れ
た
資
料
も
既
に
受
入
か
ら
一
〇
〇
年
以
上
が
経
っ
て
い
る
。
本

稿
で
対
象
と
し
た
広
橋
家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
の
よ
う
に
、
受
入
の
経
緯
が
不
明
瞭
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
旧
蔵
情
報
に
混
乱
が
生
じ
て
た
り
し
て
い
る
資
料
は
他
に
も
あ

七
六

内
閣
記
録
局
に
よ
る
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
と
そ
の
後
の
整
理
・
管
理

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



 
 

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
が
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
収
蔵
資
料
の
伝
来
に
関

す
る
調
査
が
一
層
進
め
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 

な
お
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
公
文
書
館
の
大
賀
妙
子
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
非
常
に
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。 

 

1 

長
澤
孝
三
『
幕
府
の
ふ
み
く
ら 

内
閣
文
庫
の
は
な
し
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一

二
年
、福
井
保『
日
本
書
誌
学
大
系
１
０
６ 

内
閣
文
庫
本
考
証
』青
裳
堂
書
店
、

二
〇
一
六
年
な
ど
。 

2 
http://www.archives.go.jp/owning/old.html

（
参
照
、
二
〇
二
〇
年
九

月
二
八
日
）。 

3 

な
お
、
こ
う
し
た
旧
蔵
情
報
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
上
で
は
【
旧
蔵
者
】
の
項

目
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
検
索
画
面
の｢

旧
蔵
者｣

の
プ
ル
ダ
ウ
ン
か
ら
旧
蔵

機
関
等
を
指
定
し
、
絞
り
込
み
検
索
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

4 
(

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
目
録[

１
３])
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
・
発
行
、

 

二
〇
一
九
年
、
一
九
四
～
二
〇
四
頁
。 

5 
(

十) 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
一
六
五
頁 

6 

杉
本
ま
ゆ
子｢

『
日
野
家
雑
文
書
』
に
見
る
源
氏
物
語
聞
書｣

『
書
陵
部
紀
要
』
第

六
八
号
、
二
〇
一
七
年
、
一
一
七
頁
。 

7 
(

本
編
四)

、
学
習
院
大
学
史
料
館
編
・
発
行
、
一
九
九
三
年
、
六
六
～
八
四
頁
。

 

8 
(

増
補
版)

、
国
立
公
文
書
館
編
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
、
一
三
頁
、
三
一
四

頁 

9 

『
北
の
丸
』
第
三
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
三
六
～
一
四
九
頁
。 

10 

『
北
の
丸
』
第
一
八
号
、
一
九
八
六
年
、
三
頁
。 

11 

前
掲
注
８
九
頁 

12 

『
内
閣
記
録
局
日
記
・
明
治
二
十
四
年
』(

請
求
番
号:

帳
〇
〇
〇
九
七
一
〇
〇)  

13 

後
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現
在
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
や
宮
内
庁
と
の
連
携
も

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
注
29
参
照
。
ま
た
、
明
治
二
四
年
当
時
の
内
閣
記
録
局

長
が
広
橋
賢
光
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
事
業
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。 

14 
｢

図
書
謄
写
表｣

に
は｢

六
七
部
一
〇
八
冊｣

と
あ
る
が
、｢

古
文
書
謄
写
表｣

に
記
載

の
無
い
広
橋
家
旧
蔵
資
料
は
一
二
部(

二
年
度
に
ま
た
が
っ
て
謄
写
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
『
東
行
之
日
記
』
を
含
む)

で
、
本
稿
執
筆
時
点
の
冊
数
は
一
一
六
冊(

『
東

行
之
日
記
』
の
二
〇
冊
を
含
む)

で
あ
る
。
冊
数
の
違
い
は
第
一
章
第
三
節
で
論

述
す
る
分
冊
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
部
数
の
違
い
の
理
由
は
定

か
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
後
に
使
用
す
る
『
特
別
書
目
』
で
『
豊
長
卿
日
記
』

の
欄
を
見
る
と
、
慶
安
、
承
応
、
明
暦
な
ど
元
号
ご
と
に
分
け
て
内
訳
を
記
し
て

い
る
。
ま
た
、『
八
槐
御
記
』
の
よ
う
に
、
扉
部
分
に
表
題
が
記
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
り
、
記
さ
れ
て
い
て
も
冊
次
に
よ
っ
て
異
な
る
表
題
が
つ
い
て
い
る
資
料
も

あ
る
。
後
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、｢

図
書
謄
写
表｣

は
必
ず
し
も
最
終
的
な
数

値
を
反
映
し
た
表
と
は
言
え
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
数
え
方
の
不
統
一
が
あ
っ
た

影
響
で
、
部
数
に
大
き
な
違
い
が
生
じ
て
い
る
と
推
測
し
て
お
き
た
い
。 

15 

『
第
五
回
報
告
』(

請
求
番
号:

記
〇
〇
八
九
一
一
〇
〇)

。 

16 

同
じ
簿
冊
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
資
料
を
見
る
と
、
法
律
を
楷
書
と
行
書
で
書
写
す

る
と
い
う
よ
う
な
試
験
が
課
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

17 

こ
の
ほ
か
、
明
治
二
五
年
一
〇
月
に
四
名
の
曝
書
生
が
臨
時
写
字
生
と
な
っ
て
い

る
が
、
給
金
が
資
料
三
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
区
分
が
異
な
る(

日
給
二
〇
銭)

た
め
、

広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
事
業
と
は
関
係
が
な
い
も
の
と
判
断
し
、
本
稿
で

は
触
れ
て
い
な
い
。 

18 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
・
発
行
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
史
史
料
集
』、
二
〇

〇
一
年
、
三
七
三
頁 

19 

和
田
文
次
郎
『
能
美
誌
』
宇
都
宮
書
店
、
一
九
〇
〇
年
、
一
〇
二
頁 

20 

該
当
す
る
資
料
は
現
在
教
部
省
旧
蔵
と
さ
れ
て
い
る
。
請
求
番
号
は
一
六
二
―
〇

二
三
六
。 

21 

な
お
、
罫
紙
で
は
倫
宮
を
蓁
子
内
親
王
の
こ
と
と
し
て
、
文
政
七
年
生
ま
れ
と
し

て
い
る
が
、
実
際
に
は
倫
宮
と
蓁
子
内
親
王
は
別
人
で
あ
る
。
た
だ
、
欽
宮(

蓁

子
内
親
王)

も
資
料
中
に
出
て
く
る
た
め
、
あ
る
い
は
単
な
る
誤
記
だ
ろ
う
か
。 

22 

宮
内
庁｢

書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム｣ 

https://shoryobu.

kunaicho.go.jp/ 

（
参
照
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
六
日
）。
な
お
、
日
野
輝
光

の
日
記
は
元
禄
年
間
の
も
の
も
残
さ
れ
て
お
り
、
全
一
一
冊
は
宝
永
三
年
か
ら
正

七
七

内
閣
記
録
局
に
よ
る
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
と
そ
の
後
の
整
理
・
管
理

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　

https://www.archives.go.jp/owning/old.html


 
 

徳
六
年
ま
で
の
冊
数
で
あ
る
。 

23 
「
国
文
学
研
究
資
料
館
」http://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/

（
参
照
、
二

〇
二
〇
年
一
〇
月
六
日
）。 

24 

宮
内
庁｢

書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム｣

（
参
照
、
二
〇
二
〇
年

一
〇
月
六
日
）。 

25 

『
旧
局
員
履
歴
簿
（
局
課
長
属
並
に
雇
員
）
１ 

自
明
治
１
８
年
１
２
月
至
大
正

８
年
』(

請
求
番
号:

平
二
三
公
文
〇
〇
八
八
六
一
〇
〇) 

26 

前
掲
注
８
、
四
二
二
頁
。 

27 

別
表
の
ラ
ベ
ル
①
に
登
録
番
号
が
記
入
さ
れ
て
い
る
資
料
。
次
節
で
詳
述
し
て
い

る
よ
う
に
、
ラ
ベ
ル
②
に
若
い
登
録
番
号
が
記
入
さ
れ
る
資
料
は
明
治
四
〇
年
以

降
に
、
資
料
の
廃
棄
な
ど
で
生
じ
た
欠
番
を
割
り
当
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。 

28 

前
掲
注
１
、
三
六
六
頁
。 

29 

『
特
別
書
目
』
の
広
橋
家
旧
蔵
資
料
の
中
に｢

大
学
へ
貸
出
し｣

と
書
か
れ
て
い
る

資
料
が
あ
っ
た
り
、『
雑
綴 

明
治
２
７
年
２
月
』(

請
求
番
号:

平
二
三
公
文
〇

〇
八
三
九
一
〇
〇)

と
い
う
簿
冊
の
中
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
明
治
二
六
年
六
月
二

一
日
付
け
で
、
赤
坂
離
宮
の
旧
藩
事
蹟
取
調
所
か
ら
内
閣
記
録
局
に
差
し
出
さ
れ

た
資
料
に｢

甘
露
寺
万
里
小
路
家
書
類｣

が
届
い
た
の
で
、
謄
写
の
後
返
却
す
る
。

と
い
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
需
要
に
応
え
て
い
た
た
め
、
受
入
直
後

は
整
理
が
で
き
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

30 
｢

漢
書｣

と
比
較
す
る
と
、｢

古
文
書｣

は
捺
さ
れ
て
る
印
鑑
の
数
が
少
な
い
の
で
、

頻
度
は
比
較
的
低
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

31 

前
掲
注
８
、
二
七
九
～
二
八
二
頁
。
な
お
、
明
治
一
八
年
の
一
二
月
に
内
閣
制
度

が
創
始
さ
れ
、
太
政
官
文
庫
か
ら
内
閣
文
庫
に
改
称
さ
れ
て
い
る
。『
令
義
解
』

(

請
求
番
号:

特
〇
〇
一
―
〇
〇
〇
五)

に
貼
付
さ
れ
て
い
る
ラ
ベ
ル
①
は
広
橋

家
・
日
野
家
旧
蔵
資
料
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
ラ
ベ
ル
①
と
デ
ザ
イ
ン
は
ほ
ぼ
同
じ

だ
が
、｢

太
政
官
文
庫｣

の
文
字
が
上
部
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
厳
密
に
言
え
ば｢

文

庫
所
蔵
書
目
録
編
纂
心
得｣

で
定
め
ら
れ
た
ラ
ベ
ル
は
、｢

太
政
官
文
庫｣

の
文
字

が
入
っ
た
ラ
ベ
ル
で
、
同
様
の
書
式
の
ラ
ベ
ル
が
内
閣
文
庫
と
改
称
さ
れ
て
か
ら

も
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

32 

前
掲
注
１
、
三
五
〇
頁
。 

33 

例
え
ば
『
本
朝
月
令
』(

請
求
番
号:

特
〇
〇
一
―
〇
〇
〇
二)

は
貴
一
、『
朽
木
家

古
文
書
』(

請
求
番
号:

特
〇
七
三
―
〇
〇
〇
一)

は
貴
七
三
。 

34 

『
旧
課
員
履
歴 

４ 

自
大
正
８
年
至
昭
和
７
年
』(

請
求
番
号:

平
二
三
公
文
〇

〇
八
九
〇
一
〇
〇) 

35 

前
掲
注
８
、
一
五
頁
。 

36 

前
掲
注
８
、
一
九
三
〜
一
九
四
頁
。 

37 

『
改
訂
分
類
目
録
』
と
『
分
類
目
録
』
の
旧
蔵
情
報
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、以
下
で
は
最
新
の
刊
行
目
録
の
情
報
を
示
す
際
に
は『
改
訂
分
類
目
録
』を
、

旧
蔵
情
報
が
い
つ
変
更
さ
れ
た
か
を
探
る
際
に
は
『
分
類
目
録
』
を
参
照
す
る
。

 

38 

内
閣
文
庫
編
・
発
行
、
一
九
七
一
年
、
三
頁
。 

39 

『
分
類
目
録
』
の
編
集
時
に
は
蔵
書
印
の
調
査
も
行
わ
れ
て
い
る
。
前
掲
注
38
、

三
頁
。 

40 

も
っ
と
も
、
表
三
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、『
貴
重
書
目
録
』
の
段
階
で
も
、
北
小

路
家
の
旧
蔵
情
報
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、『
貴
重
書
目
録
』
を
参
照
し
て

も
、
根
本
的
な
解
決
に
は
繋
が
ら
な
い
。
や
は
り
、
複
数
の
旧
蔵
情
報
を
持
つ
資

料
を
一
つ
の
函
に
入
れ
、
一
つ
の
家
か
ら
伝
わ
っ
た
か
の
よ
う
な
名
称
を
つ
け
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
、
混
乱
の
原
因
に
あ
る
と
考
え
る
。 

41 

前
掲
注
８
、
一
三
頁
、
三
一
四
頁
。 

42 

『
貴
重
書
目
録
』
の
中
に｢

何
家
ノ
記
録
ナ
ル
ヤ
未
審｣

と
さ
れ
た
資
料
群
が
あ
り
、

そ
の
中
に
『
中
院
通
村
公
御
記
』(

請
求
番
号:

古
〇
三
四
―
〇
五
七
七)

な
ど
が

含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
指
摘
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
の
ほ
か
に
、
明
治
期
に
も
旧
蔵

情
報
の
混
乱
が
起
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

（
調
査
員
） 

七
八

内
閣
記
録
局
に
よ
る
広
橋
家
・
日
野
家
資
料
の
謄
写
と
そ
の
後
の
整
理
・
管
理

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　

http://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/


備考

函 号

宣御記 古040-0663 応永35年 著者:広橋兼宣 9冊 広橋家 〇 215 1 9 広1 2731 9 40 663 9 古40 663 2731 9 罫紙(明治25年)

接綱御記 古040-0664 文安03年－文正02年 著者:広橋綱光 10冊 広橋家 〇 215 1 10 広1 2736 10 40 664 10 古40 664 2736 10

兼顕卿御記 古040-0665 文明08年－文明11年 著者:広橋兼顕 4冊 広橋家 〇 215 1 4 広1 2737 4 40 665 4 古40 665 2737 4

八槐御記 古040-0666 享保17年－安永10年 著者:広橋兼胤 35冊 広橋家 〇 仮215 1 53314 35 広1 2781 35 40 666 35 古40 666 2781 35 罫紙(内田)

千羊御記 古040-0667 著者:広橋伊光 1冊 広橋家 × 仮215 1 1 広1 2806 1 40 667 古40 667 2806 1 罫紙(内田)

公武御用日記 古040-0668 文化15年－文政13年 著者:広橋胤定 5冊 広橋家 〇 仮215 1 5 広1 2807 5 40 668 5 古40 668 2807 5 罫紙(内田)

議奏番頭代記録 古040-0669 正徳02年－安政04年 4冊 広橋家 〇 215 1 53340 4 広1 53340 4 40 669 4 古40 669 53340 4

民経御記 古041-0670 嘉禄02年－天福02年 著者:広橋経光 20冊 広橋家 〇 215 1 20 広2 2723 20 41 670 20 古41 670 2723 20 罫紙(内田)

姉小路中納言兼
光卿記

古041-0671 寿永02年－建久02年 著者:姉小路兼光 1冊 広橋家 × 215 1 1 広2 2719 1 41 671 古41 671 2719 1

勝胤私記抜萃 古041-0672 元文05年 1冊 広橋家 × 215 1 1 広2 1017 1 41 672 古41 672 1017 1
賀茂下上社正遷
宮以下雑記

古041-0673 元文06年 著者:広橋兼胤 1冊 広橋家 × 215 1 1 広2 499 1 41 673 古41 673 499 1

宝暦十三年八月
記

古041-0674 1冊 広橋家 × 215 1 1 広2 1628 1 41 674 古41 674 1628 1

尾州明眼院上京
一件之事

古041-0675 明和03年 著者:広橋兼胤 1冊 広橋家 × 仮 広2 2957 1 41 675 古41 675 2957 1

恭徳院様江関東
より被進米一件抜

萃
古041-0676 安永07年 1冊 広橋家 × 215 1 1 広2 2960 1 41 676 古41 676 2960 1

立后本宮之儀 古041-0677 寛政06年 1冊 広橋家 × 215 1 1 広2 1248 1 41 677 古41 677 1248 1
日次記 古041-0678 享保08年 著者:広橋兼廉 1冊 広橋家 × 仮215 2 1 広2 2777 1 41 678 古41 678 2777 1 罫紙(明治25年)

聖護院宮一品宣
下記

古041-0679 文化07年 1冊 広橋家 × 仮215 2 1 広2 1457 1 41 679 古41 679 1457 1

議奏歴 古041-0680 寛文03年－天明03年 1冊 広橋家 × 215 2 1 広2 1914 1 41 680 古41 680 1914 1

執柄以下家譜雑
記

古041-0681
著者:平田職資／
著者:平田職俊

1冊 広橋家 × 広2 2620 1 41 681 古41 681 2620 1

代役備忘 古041-0682
文化11年02月－文化

11年04月
1冊 広橋家 × 215 2 1 広2 2804 1 41 682 古41 682 2804 1 罫紙(内田)

伝奏東行中雑誌 古041-0683
寛政09年02月－寛政

09年03月
1冊 広橋家 × 仮215 2 1 広2 2799 1 41 683 古41 683 2799 1

実躬卿記抜書 古041-0684 徳治02年 1冊 広橋家 × 215 2 1 広2 1181 1 41 684 古41 684 1181 1 罫紙(内田)
尾張守平定家朝

臣記
古041-0685 天喜06年－康平05年 著者:平定家 1冊 広橋家 × 215 2 1 広2 2714 1 41 685 古41 685 2714 1 罫紙(明治25年)

日次記 古041-0686 享禄05年
編者:藤原美波留／
編者:藤原善幹

1冊 広橋家 × 215 2 1 広2 216 1 41 686 古41 686 216 1 罫紙(明治25年)

東行之日記 古041-0687 宝暦07年－安永05年 著者:広橋兼胤 21冊 広橋家 〇 215 2 21 広2 2790 21 41 687 21 古41 687 2790 21 罫紙(内田)

公武御用資愛公
記

古041-0688 天保07年－天保08年
選者:日野資愛／
編者:広橋光成

2冊 広橋家 × 仮215 2 2 広2 2811 2 41 688 2 古41 688 2811 2 罫紙(内田)

日申御記 古041-0689 天明05年－文政13年 著者:広橋胤定 13冊 広橋家 〇 仮215 2 13 広2 2798 13 41 689 13 古41 689 2798 13 罫紙(明治25年)

日次記 古041-0690 宝暦12年－明和04年 著者:難波宗城 6冊 広橋家 × 仮215 2 6 広2 2792 6 41 690 6 古41 690 2792 6

勁槐御記 古041-0691 宝暦08年－明和05年 著者:広橋伊光 37冊 広橋家 〇 仮215 2 37 広2 2791 37 41 691 37 古41 691 2791 37 罫紙(明治25年)

大理秘記 古042-0692 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 864 1 42 692 古42 692 864 1
帥元記抜萃 古042-0693 長寛02年 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1031 1 42 693 古42 693 1031 1

元文二年日記 古042-0694 元文02年
著者:冷泉為久／
著者:葉室頼胤

1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 2784 1 42 694 古42 694 2784 1 罫紙(内田)

宝徳二年七月五
日記

古042-0695 著者:万里小路時房 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 2196 1 42 695 古42 695 2196 1 罫紙(内田)

参役並人へ諷諫
且雑々著聞違例

以下雑事
古042-0696 文化04年－文化09年 著者:広橋胤定 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 684 1 42 696 古42 696 684 1

守光卿春日祭御
記

古042-0697 永正14年 著者:広橋守光 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 539 1 42 697 古42 697 539 1 罫紙(内田)

貴布禰社正還宮
奉幣使発遣儀

古042-0698 1冊 広橋家 × 仮215 3 1 広3 516 1 42 698 古42 698 516 1 罫紙(内田)

兼仲卿記 古042-0699
正安02年01月－正安

02年03月
著者:勘解由小路

兼仲
1冊 広橋家 × 215 3 1 広2 2725 1 42 699 古42 699 2725 1 罫紙(内田)

続御暦 古042-0700 承元02年 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1228 1 42 700 古42 700 1228 1
信俊記抜萃 古042-0701 応永23年 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1739 1 42 701 古42 701 1739 1 罫紙(内田)
編御記抜萃 古042-0702 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1418 1 42 702 古42 702 1418 1 罫紙(内田)

水戸斉脩卿記 古042-0703 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 2214 1 42 703 古42 703 2214 1

正応六年雑記 古042-0704
永仁01年03月－永仁

01年04月
著者:三条実躬 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 2726 1 42 704 古42 704 2726 1

内侍所御神楽申
沙汰事

古042-0705 寛文04年 著者:広橋貞光 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 373 1 42
706
705

古42 705 373 1 罫紙(内田)

公儀向へ遣状認
帳

古042-0706 明暦02年
著者:野々宮定逸／
著者:清閑寺共房

1冊 広橋家 × 広3 2543 1 42 706 古42 706 2543 1 罫紙(内田)

文政十年相国宣
下武門記

古042-0707 著者:成島司直 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 2275 1 42 707 古42 707 2275 1

政初着記 古042-0708 文治05年－正元02年 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 876 1 42 708 古42 708 876 1 罫紙(内田)

宝永二年日次案
言渡抜萃写

古042-0709 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 778 1 42 709 古42 709 778 1 罫紙(内田)

明月記 古042-0710 建暦03年 著者:藤原定家 1冊 広橋家 × 215 3 1 広2 2721 1 42 710 古42 710 2721 1 罫紙(内田)
小原私要鈔 古042-0711 編者:菊亭晴季 1冊 広橋家 × 215 3 広3 1285 1 42 711 古42 711 1285 1 罫紙(内田)

魚名公千年忌雑
録

古042-0712 安永07年07月 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 2958 1 42 712 古42 712 2958 1

諸記抄 古042-0713 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 848 1 42 713 古42 713 848 1
如是観院殿下相

国宣下記
古042-0714 享保18年 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1469 1 42 714 古42 714 1469 1

永仁六年八月五
日記

古042-0715 著者:西園寺公衡 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1180 1 42 715 古42 715 1180 1 罫紙(内田)

仁部記抜萃 古042-0716 正嘉03年 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1100 1 42 716 古42 716 1100 1 罫紙(内田)

歴名 古042-0717 文禄04年－弘化04年 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 2050 1 42 717 古42 717 2050 1 罫紙(内田)

輿輦之事 古042-0718 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1986 1 42 718 古42 718 1986 1
二十二社神体秘

書
古042-0719 著者:広橋兼胤 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3

358
361

1 42 719 古42 719 361 1 罫紙(内田)

移鞍 古042-0720 著者:裏松光世 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1991 1 42 720 古42 720 1991 1
豊葦原中国日吉
社神道密記

古042-0721 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 548 1 42 721 古42 721 548 1

官職難義 古042-0722 著者:吉田兼右 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1292 1 42 722 古42 722 1292 1
初任拝賀随身袴

事
古042-0723 著者:谷口胤禄 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1703 1 42 723 古42 723 1703 1

別別表表：：本本稿稿がが対対象象ととすするる資資料料一一覧覧
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承塵 古042-0724 著者:裏松光世 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 661 1 42 724 古42 724 661 1
宣旨雑事鈔 古042-0725 著者:裏松光世 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1927 1 42 725 古42 725 1927 1
円座事 古042-0726 著者:裏松光世 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1981 1 42 726 古42 726 1981 1

平祐憲上書 古042-0727 著者:平祐憲 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 3260 1 42 727 古42 727 3260 1
装束雑記 古042-0728 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1975 1 42 728 古42 728 1975 1

慈鎮和尚謚号記 古042-0729 嘉禎03年 1冊 広橋家 × 3 1 42 729 古42 729 20711 1
内外位考 古042-0730 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1857 1 42 730 古42 730 1857 1

密奏神異事 古042-0731 長享03年 著者:吉田兼倶 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 598 1 42 731 古42 731 598 1
袼衣俗衣考 古042-0732 著者:春木煥光 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 396 1 42 732 古42 732 396 1
熊野記 古042-0733 著者:中御門経任 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 583 1 42 733 古42 733 583 1

東寺長者縁起 古042-0734 1冊 広橋家 × 215 3 1 42 734 古42 734 20810 1
九重塔七重塔已

下勘書
古042-0735 1冊 広橋家 × 215 3 1 42 735 古42 735 20812 1

寝殿 古042-0736 1冊 広橋家 × 215 3 1 42 736 古42 736 20813 1
本朝事始 古042-0737 1冊 広橋家 × 215 3 1 42 737 古42 737 20816 1

近江泊瀬寺縁起 古042-0738 1冊 広橋家 × 42 738 古42 738 20817 1
門院号 古042-0739 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 653 1 42 739 古42 739 653 1

本朝古代年号読
様

古042-0740 著者:唐橋在家 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 194 1 42 740 古42 740 194 1
ラベル1の類の欄
に特別とあり

熊野神宮神宝図 古042-0741 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 591 1 42 741 古42 741 591 1
眉之事 古042-0742 1冊 広橋家 × 215 3 1 42 742 古42 742 20818 1
維摩会 古042-0743 1冊 広橋家 × 215 3 1 42 743 古42 743 20823 1

在府中雑事 古042-0744 寛政06年 著者:今出川実種 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 2961 1 42 744 古42 744 2961 1
宮人略解 古042-0745 著者:松岡行義 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1854 1 42 745 古42 745 1854 1
諸陵雑録 古042-0746 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 668 1 42 746 古42 746 668 1
橐囊輻湊 古042-0747 2冊 広橋家 × 215 3 2 広3 1982 2 42 747 2 古42 747 1982 2

御蔭祭呈鑒 古042-0748 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 412 1 42 748 古42 748 412 1
扇面式 古042-0749 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1980 1 42 749 古42 749 1980 1

入道賜大臣宣旨
例

古042-0750 明徳04年－文化14年 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1547 1 42 750 古42 750 1547 1

万歳鶴亀詞 古042-0751 著者:紀親成 1冊 広橋家 × 215 3 1 42 751 古42 751 20829 1
禁裏附百箇条 古042-0752 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1848 1 42 752 古42 752 1848 1

逸令考 古042-0753 著者:稲葉通邦 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 3129 1 42 753 古42 753 3129 1
立后雑事鈔 古042-0754 編者:裏松光世 2冊 広橋家 × 215 3 2 広3 1254 2 42 754 2 古42 754 1254 2
口伝秘抄 古042-0755 著者:高倉永康 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1972 1 42 755 古42 755 1972 1
弁官間事 古042-0756 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 1853 1 42 756 古42 756 1853 1
諱名訓抄 古042-0757 著者:一条兼良 1冊 広橋家 × 215 3 1 広3 2649 1 42 757 古42 757 2649 1

公武御用日記 古042-0758 天保07年－天保15年 著者:日野資愛 15冊 広橋家 〇 215 3 15 広3 2810 15 42 758 15 古42 758 2810 15
ラベル1の架は
冊次9以降は4

日次記 古039-0656 宝永03年－正徳06年 著者:日野輝光 21冊 日野家 〇 215 4 21 日野 2774 21 39 656 21 古39 656 2774 21
ラベル1の架は
冊次11以降は5

豊長卿日記 古039-0657 慶安02年－寛文08年 著者:高辻豊長 20冊 日野家 × 215 5 20 日野 2766 20 39 657 20 古39 657 2766 20

松外記 古039-0658 天和04年－貞享05年 著者:野宮定基 8冊 日野家 〇 215 5 8 日野 2770 8 39 658 8 古39 658 2770 8

松暦 古039-0659 元禄17年－宝永08年 著者:野宮定基 17冊 日野家 〇 215 5 17 日野 2771 17 39 659 17 古39 659 2771 17

御系譜 古039-0660 1冊 日野家 × 215 5 1 日野 638 1 39 660 古39 660 638 1
御系譜 古039-0661 1冊 日野家 ○ 215 5 1 日野 630 1 39 661 古39 661 630 1

神宮ニ関スル調書 古039-0662 明治03年 2冊 日野家 × 5 1 日野 378 2 39 662 2 古39 662 378 2

※デジタルアーカイブの情報をもとに作成
※複数冊次の資料は1冊でも付箋のある資料があれば｢○｣としている

(なし)
(なし)

(なし)

※備考欄の罫紙(明治25年)は謄写時の留意事項などを記したもの。第1章第2節を参照
※罫紙(内田)は内田嘉一によるもの。第2章第1節を参照

(なし)

(なし)

(なし)

(なし)

(なし)
(なし)
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